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は
じ
め
に

　

中
國
に
お
け
る
儒
敎
一
尊
は
、『
漢
書
』
の
記
載
に
基
づ
き
、
前
漢

の
武
帝
期
、
董
仲
舒
の
獻
策
に
よ
り
太
學
に
五
經
愽
士
が
置
か
れ
る
こ

と
で
實
現
さ
れ
た
、と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、董
仲
舒
傳
の
「
天

人
三
策
」
を
中
心
と
し
た
『
漢
書
』
に
お
け
る
在
る
べ
き
「
古
典
中
國
」

像
が
、
班
固
に
よ
る
理
想
の
投
影
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
別
稿
で
論
じ
た

と
お
り
で
あ
る（

一
）。

儒
敎
の
一
尊
に
よ
る
「
儒
敎
國
家
」
の
成
立
は
、
後

漢
の
章
帝
期
に
行
わ
れ
た
白
虎
觀
會
議
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た（
二
）。

　

そ
れ
で
も
、「
諸
子
百
家
」
と
總
稱
さ
れ
る
春
秋
末
か
ら
戰
國
時
代

の
思
想
家
た
ち
が
、
秦
の
統
一
と
步
調
を
合
わ
せ
て
、
從
來
の
相
互
影

響
や
批
判
を
超
え
て
、
思
想
の
統
一
を
求
め
る
主
張
を
展
開
し
て
い
っ

た
こ
と
は
事
實
で
あ
る
。
な
か
で
も
、「
諸
子
」
と
い
う
言
葉
を
定
着

さ
せ
た
劉
歆
の
「
七
略
」
は
、『
週
易
』
を
頂
點
と
す
る
諸
思
想
の
體

系
化
に
よ
り
、
儒
敎
一
尊
を
思
想
史
の
中
に
位
置
づ
け
た
も
の
と
し
て

註
目
に
値
す
る
。
後
漢
「
儒
敎
國
家
」
と
共
に
成
立
す
る
「
古
典
中
國
」

の
學
術
の
あ
り
方
は
、「
七
略
」
に
規
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
本

稿
は
、
劉
歆
の
「
七
略
」
が
ま
と
め
ら
れ
る
ま
で
の
諸
思
想
の
統
一
へ

の
動
き
と
、
そ
の
中
に
お
け
る
『
漢
書
』
董
仲
舒
傳
の
位
置
づ
け
を
中

心
と
し
な
が
ら
、儒
敎
一
尊
へ
の
徑
庭
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
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一
、
竝
立
か
ら
統
一
へ

　

戰
國
時
代
の
末
期
、
秦
王
政
の
六
（
前
二
四
一
）
年
に
完
成
し
た
『
呂

氏
春
秋
』
は
、
宰
相
の
呂
不
韋
が
、「
戰
國
の
四
君
」
に
對
抗
し
て
集

め
た
賓
客
た
ち
に
、
古
今
の
人
物
の
成
功
・
失
敗
の
迹
、
現
實
的
な
政

治
論
や
一
般
的
な
知
識
・
見
聞
を
集
大
成
さ
せ
る
と
共
に
、「
諸
子
百

家
」
の
論
說
を
網
羅
的
に
ま
と
め
さ
せ
た
も
の
で
あ
る（

三
）。

た
だ
し
、『
呂

氏
春
秋
』
に
記
さ
れ
る
諸
子
は
、
劉
歆
が
「
九
流
諸
子
」
に
整
理
す
る

よ
う
な
、諸
子
ご
と
の
明
確
な
思
想
の
相
違
を
示
さ
な
い
。
た
と
え
ば
、

儒
家
で
は
、
樂
の
起
源
が
太
一
に
置
か
れ
、
樂
の
務
め
が
養
生
に
求
め

ら
れ
る
な
ど
、
儒
家
に
老
莊
的
思
想
が
導
入
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
諸

子
相
互
の
影
響
・
關
連
の
樣
相
を
示
し
て
い
る（

四
）。

し
か
し
、
思
想
の
相

互
影
響
に
よ
る
乘
り
入
れ
の
一
方
で
、
諸
思
想
の
特
徵
を
明
示
す
る
た

め
の
思
想
の
先
銳
化
を
背
景
と
し
た
、
內
發
的
な
統
一
へ
の
指
向
を
も

『
呂
氏
春
秋
』
か
ら
は
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

具
體
的
に
は
、『
呂
氏
春
秋
』
審
分
覽 

不
二
篇
に
お
い
て
、
諸
子
の

思
想
的
位
置
づ
け
が
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

群
衆
の
議
を
聽
き
て
以
て
國
を
治
む
れ
ば
、
國 

危
ふ
き
こ
と
日

無
か
ら
ん
。何
を
以
て
其
の
然
る
を
知
る
や
。①
老
耽
は
柔
を
貴
び
、

②
孔
子
は
仁
を
貴
び
、
③
墨
翟
は
廉
を
貴
び
、
④
關
尹
は
淸
を
貴
び
、

⑤
子
列
子
は
虛
を
貴
び
、
⑥
陳
騈
は
齊
を
貴
び
、
⑦
陽
生
は
己
を
貴

び
、
⑧
孫
臏
は
勢
を
貴
び
、
⑨
王
廖
は
先
を
貴
び
、
⑩
兒
良
は
後
を

貴
べ
ば
な
り
。
此
の
十
人
な
る
者
は
、
皆 

天
下
の
豪
士
な
り（

五
）。

 『
呂
氏
春
秋
』
が
、①
老
子
を
「
柔
」、②
孔
子
を
「
仁
」、③
墨
子
を
「
廉
」

（

の
假
借
で

愛
說
）、
④
關
尹
（
衟
家
）
を
「
淸
」、
⑤
列
子
を
「
虛
」、

⑥
陳
騈
〔
田
騈
〕
を
「
齊
」（
人
の
死
生
や
時
の
古
今
の
齊ひ

と

し
さ
）、
⑦
陽
生

〔
楊
朱
〕
を
「
己
」（
個
人
主
義
）、
⑧
孫
臏
を
「
勢
」、
⑨
王
廖
（
兵
家
）

を
「
先
」（
先
の
計
略
を
重
視
）、
⑩
兒
良
（
兵
家
）
を
「
後
」（
後
の
戰
鬪

を
重
視
）と
一
言
に
よ
っ
て
、そ
れ
ぞ
れ
の
思
想
を
特
徵
づ
け
る
こ
と
は
、

諸
思
想
を
他
の
學
派
か
ら
切
り
離
し
て
先
銳
化
さ
せ
る
。『
呂
氏
春
秋
』

で
は
、
相
互
影
響
の
一
方
で
、
こ
う
し
た
思
想
ご
と
の
特
徵
づ
け
も
行

わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
う
え
で
、『
呂
氏
春
秋
』
は
、
樣
々
な

特
徵
を
持
つ
思
想
を
「
一
」
に
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
次
の
よ
う
に
主

張
す
る
。

金
鼓
の
有
る
は
耳
を
一
に
す
る
所
以
な
り
。
法
令
を
同
じ
く
す
る

は
心
を
一
に
す
る
所
以
な
り
。
智
者
は
巧
な
る
を
得
ず
、
愚
者
は

拙
な
る
を
得
ざ
る
は
、
衆
を
一
に
す
る
所
以
な
り
。
勈
者
は
先
な

る
を
得
ず
、
懼
者
は
後
な
る
を
得
ざ
る
は
、
力
を
一
に
す
る
所
以

な
り
。
故
に
一
な
れ
ば
則
ち
治
ま
り
、
異
な
れ
ば
則
ち
亂
る
。
一

な
れ
ば
則
ち
安
ん
じ
、
異
な
れ
ば
則
ち
危
し
。
夫
れ
能
く
萬
の
同
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じ
か
ら
ざ
る
を
齊
し
く
し
、
愚
智
工
拙
、
皆 

力
を
盡
く
し
能
を

竭
く
し
、
一
穴
よ
り
出
づ
る
が
如
き
者
は
、
其
れ
唯
だ
圣
人
の
み

か
。
無
術
の
智
、
不
敎
の
能
に
し
て
、
彊
速
貫
習
を
恃
む
は
、
以

て
成
す
に
足
ら
ざ
る
な
り（

六
）。

 

『
呂
氏
春
秋
』
不
二
篇
は
、「
一
な
れ
ば
則
ち
治
ま
り
、
異
な
れ
ば
則

ち
亂
る
」
と
い
う
主
張
、
そ
し
て
「
一
」
の
繰
り
返
し
に
明
ら
か
な
よ

う
に
、
思
想
の
多
樣
性
を
認
め
な
が
ら
も
、
國
家
支
配
の
施
策
に
お
い

て
統
一
性
を
持
た
せ
る
必
要
性
を
主
張
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
續
く
審

分
覽 

執
一
篇
に
お
い
て
、
君
主
に
よ
る
法
の
一
元
的
な
把
握
が
主
張

さ
れ
る
こ
と
に
も
現
れ
て
い
る（

七
）。

先
に
引
用
し
た
①
老
耽
か
ら
⑩
兒
良

ま
で
の
そ
れ
ぞ
れ
の
主
張
が
異
な
る
こ
と
の
列
擧
は
、
統
一
の
必
要
性

の
論
據
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
不
二
篇
、
そ
し
て
執
一

篇
に
お
い
て
も
、法
家
以
外
の
思
想
を
排
斥
す
べ
し
と
の
主
張
は
な
い
。

さ
ら
に
、
不
二
篇
で
は
、
十
人
す
べ
て
を
「
天
下
の
豪
士
」
と
位
置
づ

け
、
優
劣
を
付
け
て
い
な
い
こ
と
に
も
註
目
す
べ
き
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
『
呂
氏
春
秋
』
は
、
秦
が
政
治
思
想
と
す
る
法
家
に
基

づ
く
政
策
を
展
開
す
べ
し
と
主
張
し
な
が
ら
も
、
諸
子
百
家
を
相
互
の

影
響
關
係
の
中
で
理
解
し
よ
う
と
す
る
特
徵
を
持
つ
。
こ
の
た
め
、
他

の
主
張
へ
の
强
い
攻
擊
性
を
有
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
對
し
て
、『
荀
子
』
非
十
二
子
篇
は
、
共
に
儒
家
に
屬
す
る

は
ず
の
子
思
・
孟
子
ま
で
を
も
批
判
し
、
自
ら
の
思
想
の
み
を
一
尊

す
べ
し
と
主
張
す
る
。
諸
橋
轍
次
に
よ
れ
ば（

八
）、

荀
子
の
批
判
す
る
「
非

十
二
子
」
の
系
統
は
、
衟
家
（
它
嚻
・
魏
牟
）、
雜
家
（
陳
仲
・
史
鰌
）、

墨
家
（
墨
翟
・
宋
銒
）、
法
家
（
愼
到
・
田
騈
）、
名
家
（
惠
施
・
鄧
析
）、

儒
家
（
子
思
・
孟
軻
）
の
六
種
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
子
思
・
孟

軻
を
批
判
す
る
部
分
か
ら
揭
げ
よ
う
。

略
ぼ
先
王
に
法
る
も
而
も
其
の
統
を
知
ら
ず
、
犹
然
た
る
も
而
も

材
は
劇
し
く
、
志
は
大
な
る
も
聞
見
は
雜
愽
、
徃
舊
を
案
じ
て
說

を
造な

し
、
之
を
五
行
と
謂
ふ
。
甚
だ
僻
違
な
る
も
而
も
類
無
く
、

幽
隱
な
る
も
而
も
說
無
く
、
閉
約
な
る
も
而
も
解
無
し
。
案こ

こ

に
其

の
辭
を
餝
る
も
而
も
之
を
祗
敬
し
、
此
れ
眞
に
先
君
子
の
言
な
り

と
曰
ふ
。
子
思 

之
を
唱
へ
、
孟
軻 

之
に
和
す
。
世
俗
の
溝
犹
瞀

儒
は
、
嚾
嚾
然
と
し
て
其
の
非
な
る
所
を
知
ら
ざ
る
な
り
。
遂
に

受
け
て
之
を
傳
へ
、
以
て
仲
尼
・
子
弓
、
茲
が
爲
に
後
世
に
厚
し

と
爲
す
。
是
れ
則
ち
子
思
・
孟
軻
の
罪
な
り（

九
）。

　

王
先
謙
『
荀
子
集
解
』
に
よ
れ
ば
、
盧
文
弨
は
、『
韓
詩
外
傳
』
で

の
批
判
が
「
十
子
」
に
止
ま
り
、
子
思
・
孟
子
へ
の
言
乁
が
な
い
こ
と

か
ら
、
二
人
へ
の
批
判
が
あ
る
非
十
二
子
篇
は
、
韓
非
・
李
斯
が
附
益

し
た
部
分
で
あ
る
と
す
る
、
と
い
う

（
一
〇
）。
一
方
、
金
谷
治
は

（
一
一
）、『
荀
子
』

を
①
修
身
派
・
②
治
國
派
・
③
理
論
派
な
ど
の
後
學
が
傳
え
た
比
較
的
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純
粹
な
荀
卿
の
思
想
を
傳
え
る
三
類
と
、
荀
卿
そ
の
人
に
直
接
の
關
わ

り
を
持
た
な
い
④
雜
著
の
一
類
の
四
つ
の
部
分
に
大
別
し
、
非
十
二
子

篇
を
李
斯
・
韓
非
と
關
わ
り
を
持
つ
②
治
國
派
で
は
な
く
、
そ
れ
以
前

の
①
修
身
派
の
作
と
す
る
。
そ
し
て
、
孟
子
へ
の
非
難
が
性
善
說
に
乁

ば
な
い
理
由
は
、
②
治
國
派
よ
り
以
降
の
③
理
論
派
が
性
惡
說
を
形
成

し
た
こ
と
に
求
め
る
。
こ
の
よ
う
に
、
非
十
二
子
篇
は
、
李
斯
・
韓
非

ら
荀
子
後
學
の
作
と
す
る
見
解
と
、
性
惡
說
成
立
以
前
の
荀
子
の
主
張

と
す
る
見
解
と
が
竝
存
し
て
い
る

（
一
二
）。

こ
れ
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ

る
で
あ
ろ
う
か
。

　

非
十
二
子
篇
に
お
い
て
孟
子
へ
の
批
判
は
、「
略
ぼ
先
王
に
法
る
も

而
も
其
の
統
を
知
ら
」
な
い
こ
と
を
中
心
と
し
て
い
る
。
重
視
さ
れ
て

い
る
「
統
」
は
、
墨
翟
・
宋
銒
へ
の
批
判
で
は
、「
天
下
を
壹
」
に
す

る
と
表
現
さ
れ
る
。
它
嚻
・
魏
牟
、
愼
到
・
田
騈
へ
の
批
判
と
倂
せ
て

揭
げ
よ
う
。

①
情
性
を
縱
に
し
、
恣
睢
に
安
ん
じ
、
禽
獸
の
ご
と
く
行
ひ
て
、

以
て
文
に
合
し
治
に
通
ず
る
に
足
ら
ず
。
然
り
而
し
て
其
の
之
を

持
す
る
や
故
有
り
、
其
の
之
を
言
ふ
や
理
を
成
し
、
以
て
愚
衆
を

欺
惑
す
る
に
足
れ
り
。
是
れ
它
嚻
・
魏
牟
な
り
。
…
…
②
天
下
を

壹
に
し
國
家
を
建
つ
る
の
權
稱
を
知
ら
ず
、
功
用
を
上た

っ
とび

、
儉
約

を
大
び
て
、
差
等
を

に
し
、
曾す

な
はち
以
て
辨
異
を
容
れ
君
臣
を
縣

す
る
に
足
ら
ず
。
然
り
而
し
て
其
の
之
を
持
す
る
や
故
有
り
、
其

の
之
を
言
ふ
や
理
を
成
し
、
以
て
愚
衆
を
欺
惑
す
る
に
足
れ
り
。

是
れ
墨
翟
・
宋
銒
な
り
。
…
…
法
を
尙
び
て
法
を
無な

み

し
、
脩
を
下

と
し
て
作
を
好
み
、
上
は
則
ち
聽
を
上
に
取
り
、
下
は
則
ち
從
を

俗
に
取
る
。
終
日 

言
ひ
て
文
典
を
成
す
も
、
反
り
て
之
を
紃
察

す
れ
ば
、
則
ち
倜
然
と
し
て
③
歸
宿
す
る
所
無
く
、
以
て
國
を
經

し
分
を
定
む
可
か
ら
ず
。
然
り
而
し
て
其
の
之
を
持
す
る
や
故
有

り
、
其
の
之
を
言
ふ
や
理
を
成
し
、
以
て
愚
衆
を
欺
惑
す
る
に
足

れ
り
。
是
れ
愼
到
・
田
騈
な
り

（
一
三
）。

　

非
十
二
子
篇
は
、
波
線
を
附
し
た
よ
う
に
、
子
思
・
孟
軻
以
外
の
「
十

子
」
に
つ
い
て
は
、か
れ
ら
の
思
想
を
全
面
的
に
は
批
判
し
な
い
よ
う
、

「
然
り
而
し
て
其
の
之
を
持
す
る
や
故
有
り
、
其
の
之
を
言
ふ
や
理
を

成
し
、
以
て
愚
衆
を
欺
惑
す
る
に
足
れ
り
」
と
い
う
表
現
が
附
記
さ
れ

て
い
る
。
盧
文
弨
は
、
こ
う
し
た
形
式
的
な
違
い
に
も
着
目
し
て
、「
非

十
二
子
」
の
う
ち
「
孟
子
・
子
思
」
の
後
出
性
を
主
張
し
た
の
で
あ
ろ

う
。
非
十
二
子
篇
は
、
他
の
「
十
子
」
よ
り
も
、
孟
子
・
子
思
を
批
判

す
る
こ
と
に
よ
り
、
儒
家
に
お
け
る
自
ら
の
特
徵
を
明
確
に
す
る
た
め

に
著
さ
れ
た
と
考
え
て
よ
い
。
孟
子
と
の
辨
別
を
必
要
と
す
る
の
は
、

性
善
說
を
批
判
す
る
た
め
に
性
惡
篇
が
著
さ
れ
た
以
降
の
こ
と
と
な
ろ

う
。
も
ち
ろ
ん
、
性
惡
說
が
、
荀
子
の
中
心
思
想
で
は
な
く
、
孟
子
と
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荀
子
の
性
說
が
實
質
に
お
い
て
乖
離
し
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
、
栗

田
直
躬
の
明
ら
か
に
し
た
通
り
で
あ
る

（
一
四
）。

そ
れ
で
も
、
性
惡
篇
に
展
開

さ
れ
る
孟
子
へ
の
批
判
と
の
同
質
性
を
非
十
二
子
篇
に
求
め
る
こ
と
は

許
さ
れ
よ
う
。

　

孟
子
を
批
判
す
る
際
に
、
性
善
說
よ
り
も
優
先
し
た
「
統
」
へ
の
指

向
性
は
、
墨
翟
・
宋
銒
へ
の
批
判
な
か
で
、
②
「
天
下
を
壹
に
し
國
家

を
建
つ
る
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。「
天
下
を
壹
」
と
す
る
表
現
は
、

中
國
の
統
一
を
背
景
に
す
る
と
考
え
て
よ
い
。
か
か
る
推
論
に
大
過
無

け
れ
ば
、
非
十
二
子
篇
は
、
性
惡
篇
と
同
樣
に
荀
子
後
學
の
執
筆
と
な

る
。

　

そ
れ
を
傍
證
す
る
も
の
は
、
非
十
二
子
篇
の
主
張
が
性
惡
篇
を
踏
ま

え
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。它
嚻
・
魏
牟
を
批
判
す
る
①「
情
性
を
縱
に
し
、

恣
睢
に
安
ん
」ず
は
、性
惡
篇
に
、「
性
情
を
縱
に
し
、恣
睢
に
安
ん
じ
て
、

禮
義
に
違
ふ
者
は
小
人
爲
り
（
縱
性
情
、
安
恣
睢
、
而
違
禮
義
者
爲
小
人
）」

と
あ
り
、「
桀
・
跖
・
小
人
に
賤
む
所
の
者
は
、
其
の
性
に
從
ひ
、
其

の
情
に
順
ひ
、
恣
睢
に
安
ん
じ
て
、
以
て
貪
利
爭
奪
に
出
づ
れ
ば
な
り

（
所
賤
於
桀
・
跖
・
小
人
者
、
從
其
性
、
順
其
情
、
安
恣
睢
、
以
出
乎
貪
利
爭
奪
）」

と
あ
る
表
現
を
踏
ま
え
て
い
る
。
性
惡
篇
で
は
、「
小
人
」、
具
體
的
に

は
「
桀
王
」
や
「
盜
跖
」
を
批
判
す
る
言
葉
で
あ
っ
た
「
情
性
を
縱
に

し
、
恣
睢
に
安
ん
ず
」
が
、
它
嚻
・
魏
牟
と
い
う
思
想
家
へ
の
批
判
に

用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
先
に
揭
げ
た
非
十
二
子
篇
の
後
出
性
と
考

え
合
わ
せ
る
と
、
性
惡
篇
と
の
關
わ
り
の
中
で
非
十
二
子
篇
が
著
さ
れ

た
蓋
然
性
を
高
め
る
も
の
と
な
る
。
ま
た
、
愼
到
・
田
騈
を
批
判
す
る

③
「
歸
宿
す
る
所
無
」
し
も
、
性
惡
篇
の
「
多
言
な
れ
ば
則
ち
文
に
し

て
類
し
、
終
日 

議
す
る
も
其
の
之
を
言
ふ
所
以
は
、
千
擧
萬
變
し
て
、

其
の
統 

類
一
な
り
。
是
れ
圣
人
の
知
な
り
（
多
言
則
文
而
類
、
終
日
議
其

所
以
言
之
、
千
擧
萬
變
、
其
統
類
一
也
。
是
圣
人
之
知
也
）」
と
呼
應
す
る
も

の
で
あ
る
。
非
十
二
子
篇
と
性
惡
篇
と
の
關
わ
り
の
深
さ
を
知
る
こ
と

が
で
き
よ
う
。

　

そ
し
て
、
非
十
二
子
篇
は
、
孟
子
・
子
思
を
も
麭
括
す
る
形
で
「
十
二

子
」
を
排
除
し
て
、
自
ら
の
學
說
を
一
尊
す
る
よ
う
、
次
の
よ
う
に
主

張
し
て
い
る
。

若
し
夫
れ
方
略
を
總
べ
、
言
行
を
齊
し
く
し
、
統
類
を
壹
に
し
て
、

而
し
て
天
下
の
英
傑
を
羣あ

つ

め
て
、之
に
吿
ぐ
る
に
大
古
を
以
て
し
、

之
に
敎
ふ
る
に
至
順
を
以
て
せ
ば
、
奧
窔
の
閒
、
簟
席
の
上
に
も
、

歙
然
と
し
て
圣
王
の
文
章 

具
は
り
、
佛
然
と
し
て
平
世
の
俗 

起

ら
ば
、
則
ち
六
說
な
る
者
は
入
る
能
は
ず
、
十
二
子
な
る
者
は

ち
か

づ
く
能
は
ざ
る
な
り
。
置
錐
の
地
も
無
け
れ
ど
も
、
王
公
も
之
と

名
を
爭
ふ
能
は
ず
、
一
大
夫
の
位
に
在
れ
ど
も
、
則
ち
一
君
も
獨

り
畜と

ど

む
る
能
は
ず
、
一
國
も
獨
り
容
る
る
能
は
ず
、
成
名
も
て
諸
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侯
に
況お

く

り
て
、
以
て
臣
と
爲
さ
ん
と
願
は
ざ
る
こ
と
莫
し
。
是
れ

①
圣
人
の
埶
を
得
ざ
る
者
に
し
て
、
仲
尼
・
子
弓 

是
れ
な
り
。
天

下
を
一
に
し
、
萬
物
を
財な

し
、
人
民
を
長
養
し
、
天
下
を

利
し
、

通
逹
の
屬
は
從
服
せ
ざ
る
は
莫
く
、
六
說
な
る
者 

立
ち
ど
こ
ろ

に
息や

め
、
十
二
子
な
る
者 

遷
化
す
る
は
、
則
ち
②
圣
人
の
埶
を
得

た
る
者
に
し
て
、
舜
・
禹 

是
れ
な
り
。
今 

夫
れ
仁
人
は
、
將
た

何
を
か
務
め
ん
や
。
上
は
則
ち
舜
・
禹
の
制
に
法
り
、
下
は
則
ち

仲
尼
・
子
弓
の
義
に
法
り
て
、
以
て
③
十
二
子
の
說
を
息
む
る
に

務
む
べ
し
。
是
の
如
く
ん
ば
則
ち
天
下
の
害
は
除
か
れ
、
仁
人
の

事
は
畢
は
り
、
圣
王
の
跡
も
著
は
れ
ん

（
一
五
）。

　

非
十
二
子
篇
は
、「
圣
人
」
の
「
埶
」
を
得
な
か
っ
た
者
と
し
て
①
「
仲

尼
・
子
弓
」、
得
た
者
と
し
て
②
「
舜
・
禹
」
を
あ
げ
る
。
そ
し
て
、
舜
・

禹
の
制
と
孔
子
・
子
弓
の
義
に
法
り
、
③
「
十
二
子
の
說
を
息や

」
め
る

べ
し
と
主
張
す
る
。こ
こ
で
孔
子
と
竝
稱
さ
れ
て
い
る
子
弓
は
、『
荀
子
』

の
他
の
篇
で
も
尊
重
さ
れ
る
人
物
で
あ
る
が
、
註
（
八
）
所
揭
諸
橋
論

文
は
、
子
夏
の
門
人
で
あ
る
肝
臂
子
弓
で
あ
る
と
し
、
そ
の
理
由
を
荀

子
が
六
藝
の
繼
承
に
最
も
力
が
あ
っ
た
人
物
で
あ
る
こ
と
に
求
め
て
い

る
。
儒
家
の
經
傳
傳
說
に
よ
れ
ば

（
一
六
）、

今
文
經
典
の
多
く
は
、
子
夏
を
通

じ
て
傳
承
さ
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

　
『
荀
子
』
全
體
が
持
つ
諸
子
に
對
す
る
受
容
度
の
高
さ
か
ら
考
え
る

と
、
子
夏
の
後
繼
者
と
し
て
の
荀
子
の
位
置
づ
け
を
踏
ま
え
た
上
で
、

自
ら
の
學
問
を
用
い
て
そ
れ
を
一
尊
す
る
こ
と
、
お
よ
び
他
の
諸
子
、

乁
び
子
思
・
孟
子
の
排
斥
を
主
張
す
る
非
十
二
子
篇
の
『
荀
子
』
に
お

け
る
異
質
性
は
際
立
つ
。

　

た
だ
し
、
そ
の
一
尊
の
主
張
は
、
あ
く
ま
で
も
儒
家
の
一
尊
を
求
め

る
も
の
で
あ
り
、韓
非
や
李
斯
と
の
關
わ
り
で
著
さ
れ
た
も
の
で
な
い
。

む
し
ろ
、
李
斯
に
よ
る
思
想
統
一
を
背
景
と
し
な
が
ら
、
法
家
で
は
な

く
荀
子
の
後
學
た
ち
に
よ
り
、
法
家
に
よ
る
思
想
統
一
に
反
發
し
な
が

ら
著
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。『
荀
子
』
の
他
篇
に
、
他
の
諸
子

を
排
斥
し
、
自
ら
の
思
想
の
み
を
一
尊
す
る
に
至
る
內
發
的
な
主
張
が

見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
非
十
二
子
篇
の
成
立
に
は
、
外
在
的
な
秦
の

始
皇
帝
に
よ
る
思
想
統
制
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
『
史
記
』
秦
始
皇
本
紀
に
よ
れ
ば
、
法
家
に
よ
る
思
想
統
一
は
、
荀

子
と
の
關
わ
り
が
言
わ
れ
る
こ
と
の
あ
る
李
斯
の
手
に
よ
る
と
傳
え
ら

れ
る

（
一
七
）。丞

相
の
李
斯
曰
く
、「
今 

皇
帝
は
天
下
を
幷
は
せ
有た

も

ち
、
黑
白
を

別
ち
て
一
尊
を
定
む
。
…
…
臣
請
ふ
ら
く
は
①
史
官
の
秦
記
に
非

ざ
る
も
の
は
皆 

之
を
燒
く
。②
愽
士
官
の
職

つ
か
さ
どる

所
に
非
ず
し
て
、

天
下 
敢
へ
て
詩
・
書
・
百
家
の
語
を
藏
す
る
者
有
ら
ば
、
悉
く
守
・

尉
に
詣い

た

し
て
雜
へ
て
之
を
燒
く
。
敢
へ
て
詩
・
書
を
偶
語
す
る
者
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有
ら
ば
弃
市
す
。
…
…
令
下
り
三
十
日
に
し
て
燒
か
ざ
れ
ば
、
黥

し
て
城
旦
と
爲
す
。
去
ら
ざ
る
所
の
者
は
③
醫
藥
・
卜
筮
・
種
樹

の
書
な
り
。
若
し
法
令
を
學
ば
ん
と
欲
す
る
も
の
有
ら
ば
、
吏
を

以
て
師
と
爲
さ
ん
」
と

（
一
八
）。

　
『
史
記
』
に
よ
れ
ば
、
秦
の
焚
書
は
、
①
「
史
官
の
秦
記
」
以
外
を

す
べ
て
燒
く
、
②
「
愽
士
官
」
の
管
理
下
に
な
い
「
詩
・
書
・
百
家
の

語
」
を
燒
く
、
③
「
醫
藥
・
卜
筮
・
農
業
の
書
」
を
焚
書
の
對
𧰼
外
と

す
る
も
の
で
あ
っ
た
、
と
い
う

（
一
九
）。

も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
に
よ
り
諸
子
の
學

問
が
す
べ
て
滅
ん
だ
わ
け
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
儒
家
は
こ
の
時
期
、

秦
の
支
配
を
正
統
化
す
る
た
め
に
『
尙
書
』
に
堯
典
を
加
え
て
い
た

（
二
〇
）。

　

そ
れ
で
も
、
國
家
に
よ
り
學
問
が
外
的
に
統
一
さ
れ
た
こ
と
の
壓
力

は
大
き
く
、
思
想
史
の
內
的
發
展
よ
り
始
ま
っ
た
諸
子
の
相
互
影
響
は

と
り
あ
え
ず
の
收
束
を
み
せ
、
他
の
思
想
に
對
す
る
優
越
性
を
主
張
す

る
思
想
史
が
展
開
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　
　
　

二
、
衟
家
の
優
越

　

秦
が
滅
亡
し
た
の
ち
、
前
漢
初
期
に
は
黃
老
思
想
が
支
配
的
な
地
位

に
つ
い
た
。
馬
王
堆
か
ら
發
掘
さ
れ
た
帛
書
『
老
子
』
に
經
の
長
さ
を

持
つ
も
の
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
そ
の
端
的
な
現
れ
で
あ
る

（
二
一
）。
し
か
し
、

景
帝
期
に
出
現
し
た
『
春
秋
公
羊
傳
』
は
、
文
帝
の
卽
位
を
正
統
化
す

る「
子
は
母
を
以
て
貴
く
、母
は
子
を
以
て
貴
し（
子
以
母
貴
、母
以
子
貴
）」

と
い
う
義
例
を
用
意
す
る
な
ど
、
國
政
へ
の
對
應
を
怠
ら
な
か
っ
た
。

こ
の
義
例
は
、
景
帝
が
王
夫
人
を
皇
后
に
立
て
た
こ
と
に
關
わ
る
上
奏

文
で
典
據
と
さ
れ
て
い
る（『
史
記
』卷
四
十
九 

外
戚
世
家
）。
こ
れ
は
、『
春

秋
』
の
義
例
が
國
政
の
運
用
の
論
據
と
し
て
揭
げ
ら
れ
た
最
も
早
い
事

例
の
一
つ
と
な
る

（
二
二
）。

　

こ
う
し
た
中
で
、
儒
家
・
法
家
・
墨
家
な
ど
を
も
「
衟
術
」
の
現
れ

と
見
な
し
て
麭
攝
し
な
が
ら
、
老
耼
・
關
尹
を
中
心
に
据
え
て
諸
思
想

の
統
一
を
試
み
た
も
の
が
、『
莊
子
』
天
下
篇
で
あ
る
。
譚
戒
甫
は
、

こ
れ
を
淮
南
王
劉
安
の
著
、具
體
的
に
は『
文
選
』李
善
註
に
見
え
る『
淮

南
王
莊
子
略
要
』
が
改
名
・
改
修
さ
れ
た
も
の
と
主
張
す
る

（
二
三
）。

そ
の
是

非
も
考
え
な
が
ら
、
墨
翟
・
禽
滑
釐
（
墨
家
）、
宋
銒
・
尹
文
（
墨
家
）、

彭
蒙
・
田
騈
・
愼
到
（
法
家
）
を
批
判
し
た
後
の
議
論
よ
り
揭
げ
て
檢

討
し
よ
う
。

本
を
以
て
精
と
爲
し
、
物
を
以
て
粗
と
爲
し
、
積
む
有
る
を
以
て

足
ら
ず
と
爲
し
、
澹
然
と
し
て
獨
り
神
明
と
與
に
居
る
。
古
の
衟

術
、
是
に
在
る
者
有
り
。
關
尹
・
老
聃
、
其
の
風
を
聞
き
て
之
を

悅
ぶ
。
①
之
を
建
つ
る
に
常
に
有
る
無
き
を
以
て
し
、
之
を
主
と

す
る
に
太
一
を
以
て
し
、
濡
弱
に
し
て
謙
下
す
る
を
以
て
表
と
爲

し
、
空
虛
に
し
て
萬
物
を
毀
た
ざ
る
を
以
て
實
と
爲
す
。
關
尹
曰
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く
、「
己
れ
に
在
り
て
居
る
无
け
れ
ば
、
形
物 

自
づ
か
ら
著
は
る
。

其
の
動
く
こ
と
水
の
若
く
、
其
の
靜
か
な
る
こ
と
鏡
の
若
く
、
其

の
應
ず
る
こ
と
響
の
若
し
。
芴こ

つ

乎こ

と
し
て
亡
き
が
若
く
、
寂
乎
と

し
て
淸
め
る
が
若
し
。
焉
に
同
ず
る
者
は
和
し
、
焉
を
得
ん
と
す

る
者
は
失
ふ
」
と
。
未
だ
嘗
て
人
に
先
ん
ぜ
ず
し
て
常
に
人
に
隨

ふ
。
老
聃
曰
く
、「
其
の
雄
を
知
り
て
、
其
の
雌
を
守
ら
ば
、
天

下
の
谿
と
爲
る
。
其
の
白
を
知
り
て
、
其
の
辱
を
守
ら
ば
、
天
下

の
谷
と
爲
る
」
と
。
人 

皆 
先
を
取
り
て
、
己 

獨
り
後
を
取
る
。

曰
く
、「
天
下
の
垢
を
受
け
ん
」
と
。
人 

皆 

實
を
取
り
、
己 

獨

り
虛
を
取
る
。
藏
す
る
无
き
な
り
、
故
に
餘
り
有
り
。
巋
然
と
し

て
餘
り
有
り
。
其
の
身
を
行
ふ
や
、
徐
ろ
に
し
て
費
さ
ず
、
爲
す

无
く
し
て
巧
み
な
る
を
笑
ふ
。
人 

皆 

福
を
求
む
る
に
、
己 

獨
り

曲
に
し
て
全
し
。
曰
く
、「
苟
も
咎
を
免
る
」
と
。
深
き
を
以
て

根
と
爲
し
、
約
な
る
を
以
て
紀は

じ
め

と
爲
す
。
曰
く
、「
堅
け
れ
ば
則

ち
毀
た
れ
、
銳
け
れ
ば
則
ち
挫
か
る
」
と
。
②
常
に
物
に
寬
容
に

し
て
、
人
を
削
ら
ず
。
至
極
と
謂
ふ
可
し
。
關
尹
・
老
聃
や
、
古

の
愽
大
た
る
眞
人
な
る
か
な

（
二
四
）。

　

天
下
篇
は
、
關
尹
・
老
聃
の
思
想
の
特
徵
と
し
て
、
そ
の
根
本
に
①

「
常
に
有
る
無
き
」
眞
の
「
無
」
を
置
き
、そ
れ
に
由
來
す
る
「
太
一
」

（
世
界
の
絶
對
的
同
一
性
）
を
主
宰
者
と
し
、外
に
は
「
濡
弱
に
し
て
謙
下
」

し
て
遜
り
、
內
に
は
「
空
虛
に
し
て
萬
物
を
毀
」
た
ざ
る
こ
と
を
努
め

た
こ
と
を
擧
げ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
②
「
常
に
物
に
寬
容
に
し
て
、
人

を
削
ら
」
な
か
っ
た
、
と
す
る
の
で
あ
る
。
池
田
知
久
は

（
二
五
）、

こ
れ
を

あ
ら
ゆ
る
事
物
を
受
け
入
れ
て
す
べ
て
の
人
を
傷
つ
け
な
い
こ
と
を
天

下
篇
は
高
く
評
價
し
、
樣
々
な
方
術
や
そ
れ
ら
に
代
表
さ
れ
る
政
治
的

勢
力
を
こ
れ
が
中
心
と
な
っ
て
大
き
く
統
合
・
統
一
す
る
可
能
性
を
持

つ
と
考
え
た
、
と
評
價
す
る
。
こ
う
し
た
關
尹
・
老
聃
の
思
想
こ
そ
、

天
下
篇
の
作
者
の
考
え
と
一
致
し
て
い
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
て
關
尹
・
老
聃
の
思
想
を
最
上
と
す
る
天
下
篇
は
、『
莊
子
』

に
收
錄
さ
れ
る
篇
で
あ
り
な
が
ら
、
莊
週
（
莊
子
）
を
次
の
よ
う
に
批

判
す
る
。

芴
漠
と
し
て
形
无
く
、
變
化
し
て
常
无
し
。
死
か
生
か
、
天
地
と

竝
ぶ
か
、
神
明
と
徃
く
か
。
芒
乎
と
し
て
何
く
に
か
之
き
、
忽
乎

と
し
て
何
く
に
か
适ゆ

く
。
萬
物 

畢こ
と

ご
と
く
羅つ

ら

な
る
も
、
以
て
歸

す
る
に
足
る
莫
し
。
古
の
衟
術
、
是
に
在
る
者
有
り
。
莊
週 

其

の
風
を
聞
き
て
之
を
悅
ぶ
。
謬
悠
の
說
、
荒
唐
の
言
、
端
崖
无
き

の
辭
を
以
て
、
時
に
恣
縱
し
て
儻
せ
ざ
る
も
、
觭
を
以
て
之
を
見し

め

さ
ざ
る
な
り
。
天
下
を
以
て
沈
濁
に
し
て
、
與
に
莊
語
す
可
か
ら

ず
と
爲
し
、
卮
言
を
以
て
曼
衍
を
爲
し
、
重
言
を
以
て
眞
を
爲
し
、

寓
言
を
以
て
廣
き
を
爲
す
。
獨
り
天
地
の
精
神
と
徃
來
し
て
、
萬
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物
に
敖
倪
せ
ず
、
是
非
を
譴せ

め
ず
し
て
、
以
て
世
俗
と
處
る
。
其

の
書
は
瑰
瑋
な
り
と
雖
も
、
連
犿
と
し
て
傷
ふ
无
き
な
り
。
其
の

辭
は
參
差
な
り
と
雖
も
、
諔
詭
に
し
て
觀
る
可
し
。
彼
れ
其
れ
充

實
し
て
、
以
て
已
む
可
か
ら
ず
、
①
上
は
造
物
者
と
游
び
て
、
下

は
死
生
を
外わ

す

れ
、
終
始
无
き
者
と
友
と
爲
る
。
其
の
本
に
於
け
る

や
、
弘
大
に
し
て
辟ひ

ら

け
、
深
閎
に
し
て
肆な

が

し
。
其
の
宗
に
於
け
る

や
、
稠
适
し
て
上
遂
す
と
謂
ふ
可
し
。
②
然
り
と
雖
も
、
其
の
化

に
應
じ
て
物
を
解
く
や
、
其
の
理
は
竭
き
ず
、
其
の
來
た
る
や
蛻

せ
ず
、
芒
乎
昧
乎
と
し
て
、
未
だ
之
を
盡
く
さ
ざ
る
者
な
り

（
二
六
）。

　

天
下
篇
は
、莊
週
を
衟
の
擬
人
化
で
あ
る
①
「
造
物
者
と
游
び
」、「
死

生
を
外わ

す

れ
」、「
終
始
无
き
」
至
人
と
「
友
と
爲
」
り
得
た
、
と
一
應
は

評
價
す
る
。
し
か
し
、
②
「
物
を
解
く
」
場
合
に
、
物
の
「
理
は
竭
」

く
す
こ
と
が
で
き
ず
、物
の
「
來
た
る
」
理
由
を
明
ら
か
に
し
得
な
い
、

と
そ
の
限
界
も
指
摘
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、こ
の
の
ち
惠
施（
名
家
）

へ
の
批
判
を
行
い
、
天
下
篇
は
終
わ
る
。

　

金
谷
治
は

（
二
七
）、

天
下
篇
に
相
對
的
差
別
的
な
現
實
を
超
越
し
、
そ
の
現

𧰼
の
奧
に
祕
む
絶
對
的
な
根
源
者
を
追
求
す
る
優
れ
た
哲
學
を
見
る
。

そ
れ
が
理
由
で
あ
る
か
否
か
は
置
く
と
し
て
も
、
莊
週
が
自
然
と
合
一

し
て
分
別
に
捉
わ
れ
な
い
こ
と
を
賞
揚
し
な
が
ら
も
、
な
お
至
ら
ぬ
者

と
位
置
づ
け
て
、老
耼
よ
り
も
劣
る
と
す
る
天
下
篇
は
、後
述
す
る
『
淮

南
子
』
要
略
篇
の
思
想
に
近
い
。
た
だ
、
譚
戒
甫
の
述
べ
る
よ
う
に
、

天
下
篇
を
淮
南
王
劉
安
の
著
と
す
る
ま
で
の
確
證
は
な
い
。そ
れ
で
も
、

つ
と
に
津
田
左
右
吉
が

（
二
八
）、

天
下
篇
で
老
耼
に
次
ぐ
者
と
し
て
莊
週
を

擧
げ
る
考
え
方
が
、『
淮
南
子
』
要
略
篇
で
「
老
莊
の
術
」
と
い
う
呼

稱
に
繫
が
る
、
と
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
天
下
篇
が
『
淮
南
子
』
要

略
篇
へ
と
繼
承
さ
れ
て
い
く
こ
と
は
首
肯
で
き
よ
う
。

　

淮
南
王
の
劉
安
が
、
建
元
二
（
前
一
三
九
）
年
の
入
朝
の
折
に
武
帝

に
獻
じ
た

（
二
九
）と

い
う
『
淮
南
子
』
に
は
、
後
序
に
あ
た
る
要
略
篇
が
附
せ

ら
れ
る
。
そ
こ
に
は
、『
淮
南
子
』
執
筆
の
意
圖
、
二
十
篇
各
篇
の
內

容
と
目
的
の
解
說
、『
淮
南
子
』
が
「
衟
」
と
「
物
」
と
を
詳
し
く
說

明
す
る
理
由
の
後
に
、「
太
公
の
謀
」
か
ら
「
商
鞅
の
法
」
に
至
る
中

國
思
想
史
と
『
淮
南
子
』
の
絶
對
的
な
價
値
が
述
べ
ら
れ
る
。

　
『
淮
南
子
』
の
意
義
を
主
張
す
る
要
略
篇
の
最
後
の
部
分
だ
け
を
揭

げ
よ
う
。

劉
氏
の
書
の
若
き
は
、
①
天
地
の
𧰼
を
觀
、
古
今
の
事
に
通
じ
、

事
を
權は

か

り
て
制
を
立
て
、
形
を
度は

か

り
て
宜
し
き
を
施
す
、
衟
の
心

に
原も

と
づき

、
三
王
の
風
を
合
は
せ
て
、
以
て
儲
與
扈
冶
な
り
。
玄
眇

の
中
に
、精
搖
靡
覽
し
、其
の
畛
挈
を
棄
て
、其
の
淑
靜
を
斟く

ん
で
、

②
以
て
天
下
を
統
べ
、萬
物
を
理
め
、變
化
に
應
じ
、殊
類
に
通
ず
。

一
跡
の
路
に
循
ひ
、
一
隅
の
指
を
守
り
、
物
に
拘
系
牽
連
し
て
、
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世
と
推お

し
移
ら
ざ
る
に
非
ざ
る
に
な
り
。
故
に
之
を
尋
常
に
置
け

ど
も
塞
が
ら
ず
、
之
を
天
下
に
布
け
ど
も
窕く

つ
ろが
ず

（
三
〇
）。

　

要
略
篇
は
、「
劉
氏
の
書
」（『
淮
南
子
』）
に
先
立
ち
、「
太
公
の
謀
」・

「
儒
者
の
學
」・「
墨
子
」
の
說
・「
管
子
の
書
」・「
晏
子
の
諫
」・「
縱
橫
」

家
の
說
・「
刑
名
の
書
」・「
商
鞅
の
法
」
の
八
家
を
擧
げ
、
そ
れ
ら
の

良
い
點
も
評
價
し
な
が
ら
批
判
を
し
て
い
る
。
そ
の
際
、
こ
れ
ら
を
い

ず
れ
も
政
治
思
想
で
あ
る
と
し
、
個
々
の
思
想
の
特
色
は
、
す
べ
て
特

殊
な
歷
史
的
社
會
的
環
境
に
應
じ
て
生
ま
れ
た
も
の
、
と
す
る
部
分
に

要
略
篇
の
特
徵
が
あ
る

（
三
一
）。

池
田
知
久
が
述
べ
る
よ
う
に

（
三
二
）、

思
想
史
を
天

子
・
諸
侯
の
政
治
支
配
の
强
化
の
要
請
を
基
軸
に
据
え
て
展
開
し
た
と

把
握
す
る
こ
と
が
、
要
略
篇
の
最
大
の
特
徵
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

そ
れ
ら
の
諸
條
件
に
制
約
さ
れ
て
い
る
限
り
、
八
家
の
思
想
は
永
遠
不

變
に
妥
當
す
る
絶
對
の
思
想
で
は
な
い
。
こ
れ
に
對
し
て
、『
淮
南
子
』

だ
け
は
、
①
「
天
地
の
𧰼
を
觀
、
古
今
の
事
に
通
じ
、
事
を
權は

か

り
て
制

を
立
て
、
形
を
度は

か

り
て
宜
し
き
を
施
す
、
衟
の
心
に
原も

と
づき

、
三
王
の
風

を
合
は
せ
て
」
い
る
た
め
に
絶
對
性
を
獲
得
し
て
お
り
、
現
在
か
ら
未

來
に
向
か
っ
て
永
遠
に
有
效
で
あ
る
。し
た
が
っ
て
、②「
天
下
を
統
べ
、

萬
物
を
理
め
、
變
化
に
應
じ
、
殊
類
に
通
ず
」
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、

天
下
統
一
後
の
現
代
（
前
漢
）
の
帝
王
で
あ
る
武
帝
に
對
し
て
、
天
下
・

萬
物
を
支
配
す
る
た
め
に
本
書
を
用
い
て
も
ら
い
た
い
と
主
張
す
る
の

で
あ
る

（
三
三
）。

　

こ
の
よ
う
に
『
淮
南
子
』
要
略
篇
に
は
、
衟
家
に
よ
る
思
想
統
一
の

主
張
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、『
淮
南
子
』
の
內
容
が
、①
「
衟

の
心
に
原も

と
づき

、（
儒
墨
學
派
の
夏
・
殷
・
週
の
）
三
王
の
風
を
合
は
せ
て
」

い
る
折
衷
的
な
も
の
で
あ
る
よ
う
に
、そ
の
思
想
統
一
へ
の
方
法
論
は
、

排
他
的
・
獨
善
的
な
も
の
で
は
な
い
。
す
べ
て
の
主
張
を
衟
家
の
も
と

に
融
合
し
て
い
こ
う
と
す
る
方
法
論
に
、『
淮
南
子
』
の
思
想
統
一
の

主
張
の
特
徵
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
『
史
記
』
卷
百
三
十 

太
史
公
自
序
に
含
ま
れ
る
司
馬
談
の
「
六
家
の

要
指
」
も
ま
た
、『
淮
南
子
』
と
同
樣
の
傾
向
を
持
つ
。
た
だ
し
、
司

馬
談
は
、
黃
子
に
「
衟
論
」
を
學
ん
だ
衟
家
で
あ
る
と
共
に
、「
易
」

を
楊
何
に
受
け
た
儒
家
で
も
あ
っ
た

（
三
四
）。

こ
の
た
め
、『
週
易
』
の
繫
辭

傳
（
現
行
。
司
馬
談
は
「
大
傳
」
と
記
す
）
に
記
さ
れ
る
「
天
下
は
致
を

一
に
し
て
慮
を
百
に
し
、
歸
を
同
じ
く
し
て
塗
を
殊
に
す
」
と
い
う
、

異
な
る
方
法
論
が
結
論
を
同
じ
く
す
る
と
い
う
主
張
か
ら
、「
六
家
の

要
指
」
を
始
め
て
い
る
。

易
の
大
傳
に
、「
天
下
は
致
を
一
に
し
て
慮
を
百
に
し
、
歸
を
同

じ
く
し
て
塗
を
殊
に
す
」
と
。
夫
れ
陰
陽
・
儒
・
墨
・
名
・
法
・

衟
德
は
、
此
れ
務
め
て
治
を
爲
す
者
な
り
。
直た

だ
從
り
て
言
ふ
所

の
路
を
異
に
し
て
、
省
と
不
省
と
有
る
の
み
。
嘗
て
竊
か
に
①
陰
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陽
の
術
を
觀
る
に
、
祥
を
大
に
し
て
忌
諱
衆お

ほ

く
、
人
を
し
て
拘
は

れ
て
畏
る
る
所
多
か
ら
し
む
。
然
れ
ど
も
其
の
四
時
の
大
順
を
序つ

い

づ
る
は
、
失
ふ
可
か
ら
ざ
る
な
り
。
②
儒
者
は
愽
に
し
て
要
寡す

く
なく

、

勞
に
し
て
功
少
な
し
。
是
を
以
て
其
の
事
、
盡
く
は
從
ひ
難
し
。

然
れ
ど
も
其
の
君
臣
・
父
子
の
禮
を
序つ

い

で
、
夫
婦
・
長
幼
の
別
を

列
ぬ
る
は
、
易か

ふ
可
か
ら
ざ
る
な
り
。
③
墨
者
は
儉
に
し
て
遵し

た
が

ひ

難
し
、
是
を
以
て
其
の
事
、
徧
く
は
循
ふ
可
か
ら
ず
。
然
れ
ど
も

其
の
本
を
彊
く
し
用
を
節
す
る
は
、
廢
す
可
か
ら
ざ
る
な
り
。

④
法
家
は
嚴
に
し
て
恩
少
な
し
。
然
れ
ど
も
其
の
君
臣
・
上
下
の

分
を
正
す
は
、
改
む
可
か
ら
ず
。
⑤
名
家
は
人
を
し
て
儉
に
し
て

善
く
眞
を
失
は
し
む
。
然
れ
ど
も
其
の
名
實
を
正
す
は
、
察
せ
ざ

る
可
か
ら
ざ
る
な
り
。
⑥
衟
家
は
人
を
し
て
精
神
專
一
に
、
動
き

て
無
形
に
合
ひ
、
萬
物
を
贍
足
せ
し
む
。
其
の
術
爲
る
や
、
①
陰

陽
の
大
順
に
因
り
、
②
儒
・
③
墨
の
善
を
采
り
、
⑤
名
・
④
法
の
要

を
撮
り
、
時
と
與
に
遷
移
し
、
物
に
應
じ
て
變
化
し
、
俗
を
立
て

事
を
施
し
、
宜
し
か
ら
ざ
る
所
無
く
、
指 

約つ
づ
まや

か
に
し
て
操
り

易
く
、
事 

少
な
く
し
て
功 

多
し
。
儒
者
は
則
ち
然
ら
ず
、
以い爲

へ
ら
く
、「
人
主
は
天
下
の
儀
表
な
り
。
主 

倡
へ
て
臣 

和
し
、
主 

先
だ
ち
て
臣 

隨
ふ
」
と
。
此
の
如
く
れ
ば
則
ち
主 

勞
し
て
臣 

逸

す
。
大
衟
の
要
に
至
り
て
は
、
健
羨
を
去
り
、
聰
明
を
絀
け
、
此

を
釋す

て
て
術
に
任
ず
。
夫
れ
神 

大
い
に
用
ふ
れ
ば
則
ち
竭つ

き
、

形 

大
い
に
勞
す
れ
ば
則
ち
敝や

ぶ

る
。
形
神 

騷
動
し
て
、
天
地
と
長

久
な
る
を
欲
す
る
は
、
聞
く
所
に
非
ざ
る
な
り

（
三
五
）。

　

司
馬
談
は
、①
「
陰
陽
」
家
・
②
「
儒
者
」・
③
「
墨
者
」・
④
「
法
家
」・

⑤
「
名
家
」
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
長
所
と
短
所
を
擧
げ
る
。
そ
の

の
ち
⑥「
衟
家
」に
だ
け
は
、短
所
を
擧
げ
ず
、「
①
陰
陽
の
大
順
に
因
り
、

②
儒
・
③
墨
の
善
を
采
り
、
④
名
・
⑤
法
の
要
を
撮
」
っ
て
い
る
と
、

他
の
五
家
の
良
い
と
こ
ろ
を

ね
備
え
て
い
る
、
と
主
張
す
る
。
こ
の

た
め
「
衟
家
」
だ
け
が
、「
時
と
與
に
遷
移
し
、
物
に
應
じ
て
變
化
し
、

俗
を
立
て
事
を
施
し
、
宜
し
か
ら
ざ
る
所
無
く
、
指 

約つ
づ
まや

か
に
し
て

操
り
易
く
、
事 

少
な
く
し
て
功 

多
」
く
、
儒
家
の
君
臣
關
係
で
は
君

主
が
疲
弊
す
る
こ
と
に
對
し
て
、
衟
家
の
自
然
の
理
法
が
優
越
性
し
て

い
る
こ
と
を
說
く
の
で
あ
る
。

　

そ
の
際
、
五
家
の
中
か
ら
儒
者
を
取
り
出
し
て
再
論
し
て
い
る
よ
う

に
、
司
馬
談
に
と
っ
て
六
者
は
橫
竝
び
で
は
な
く
、
最
も
優
れ
た
衟
家

に
次
ぐ
も
の
と
し
て
、
儒
家
を
位
置
付
け
て
い
る
こ
と
に
は
註
意
し
た

い
。『
淮
南
子
』
要
略
篇
と
の
違
い
で
あ
る
。
司
馬
談
は
こ
の
後
、
そ

れ
ぞ
れ
の
學
派
を
詳
論
し
た
後
、
衟
家
の
優
れ
た
點
を
次
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。

衟
家
は
、
無
爲
な
り
。
又 

曰
く
、「
爲
さ
ざ
る
無
し
」
と
。
其
の
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實
は
行
ひ
易
き
も
、
其
の
辭
は
知
り
難
し
。
其
の
術
は
虛
無
を
以

て
本
と
爲
し
、
因
循
を
以
て
用
と
爲
す
。
成
埶
無
く
、
常
形
無
し
。

故
に
能
く
萬
物
の
情
を
究
む
。
物
の
先
と
爲
ら
ず
、
物
の
後
と
爲

ら
ず
。
故
に
能
く
萬
物
の
主
と
爲
る
。
法
有
り
て
法
無
く
、
時
に

因
り
て
業
を
爲
す
。
度
有
り
て
度
無
く
、物
に
因
り
て
與
に
合
す
。

故
に
曰
く
、「
圣
人
は
不
朽
、
時
變
を
是
れ
守
る
」
と
。
虛
な
る

者
は
衟
の
常
な
り
、
因
な
る
者
は
君
の
綱
な
り
。
羣
臣 

竝
び
に

至
り
て
、
各

を
し
て
自
づ
か
ら
明
ら
か
な
ら
し
む
。
其
の
實
の

其
の
聲
に
中
る
者
は
之
を
端
と
謂
ひ
、
實
の
其
の
聲
に
中
ら
ざ
る

者
は
之
を
窾
と
謂
ふ
。
窾
言 

聽
か
ざ
れ
ば
、
姦 

乃
ち
生
ぜ
ず
。

賢
・
不
肖 

自
ら
分
た
れ
、
白
黑 

乃
ち
形あ

ら
はる

。
用
ひ
ん
と
欲
す
る

所
に
在
る
の
み
、
何
事
か
成
ら
ざ
ら
ん
。
乃
ち
大
衟
に
合
し
、
混

混
冥
冥
に
し
て
、
天
下
に
光
燿
し
、
復
た
無
名
に
反
る
。
凡
そ
人

の
生
く
る
所
の
者
は
神
な
り
、
託
す
る
所
の
者
は
形
な
り
。
神 

大
い
に
用
ふ
れ
ば
則
ち
竭
き
、
形 

大
い
に
勞
す
れ
ば
則
ち
敝
る
。

形
神 

離
る
れ
ば
則
ち
死
す
。
死
す
る
者
は
復
た
生
く
可
か
ら
ず
、

離
れ
る
者
は
復
た
反
る
可
か
ら
ず
。
故
に
圣
人 

之
を
重
ん
ず
。

是
に
由
り
之
を
觀
れ
ば
、
神
な
る
者
は
生
の
本
な
り
、
形
な
る
者

は
生
の
具
な
り
。
先
づ
其
の
神
形
を
定
め
ず
し
て
、
我 

以
て
天

下
を
治
む
る
有
ら
ん
と
曰
ふ
は
、
何
に
由
る
や

（
三
六
）。

　

衟
家
の
特
徵
と
し
て
揭
げ
る「
無
爲
」に
し
て「
爲
さ
ざ
る
無
し
」は
、

『
老
子
』第
三
十
七
章
の「
衟
は
常
に
無
爲
に
し
て
而
も
爲
さ
ざ
る
無
し
。

侯
王 

若
し
能
く
之
を
守
ら
ば
、
萬
物 

將
に
自
づ
か
ら
化
せ
ん
と
す
（
衟

常
無
爲
而
無
不
爲
。
侯
王
若
能
守
之
、
萬
物
將
自
化
）」
を
踏
ま
え
て
い
る
。

司
馬
談
の
「
六
家
の
要
指
」
は
、
前
漢
の
文
帝
期
を
中
心
に
行
わ
れ
た

黃
老
思
想
に
基
づ
く
「
無
爲
」
の
統
治
を
正
統
化
す
る
主
張
と
言
え
よ

う
。

　

儒
家
に
先
行
す
る
衟
家
に
よ
る
思
想
統
一
へ
の
試
み
は
、
そ
の
思
想

が
他
の
諸
子
を
麭
含
す
る
も
の
で
あ
る
が
故
に
、
先
銳
的
な
主
張
と
な

っ
て
は
い
な
い
。
ま
た
、
漢
初
以
來
、
黃
老
思
想
が
尊
重
さ
れ
て
き
た

こ
と
も
あ
っ
て
、
他
の
思
想
を
禁
じ
て
ま
で
、
自
ら
の
思
想
を
前
面
に

押
し
出
そ
う
と
い
う
積
極
性
に
は
缺
け
る
。

　
『
淮
南
子
』
要
略
篇
は
、
政
治
思
想
の
歷
史
的
條
件
を
問
題
と
す
る

點
が
新
し
い
。
橫
竝
び
に
諸
子
を
論
ず
る
の
で
は
な
く
、
他
の
思
想
が

歷
史
的
條
件
に
制
約
さ
れ
る
中
で
、『
淮
南
子
』
の
思
想
の
み
が
時
空

を
超
え
る
普
遍
性
を
持
つ
と
主
張
す
る
こ
と
で
、
時
空
を
超
越
す
る
衟

の
存
在
の
重
要
性
を
說
い
た
の
で
あ
る
。儒
敎
で
時
空
を
超
越
す
る『
週

易
』
の
整
備
が
急
が
れ
た
理
由
で
あ
る

（
三
七
）。

司
馬
談
の
「
六
家
の
要
指
」

は
、そ
の
『
週
易
』
と
關
わ
る
「
天
下
は
致
を
一
に
し
て
慮
を
百
に
し
、

歸
を
同
じ
く
し
て
塗
を
殊
に
す
」
を
揭
げ
た
も
の
の
、そ
の
主
張
は
『
淮
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南
子
』
と
同
樣
、
衟
家
を
優
越
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　

三
、
儒
敎
一
尊

　

司
馬
談
の
「
六
家
の
要
指
」
を
意
識
し
な
が
ら
、
儒
家
を
頂
點
に
諸

子
を
位
置
づ
け
、
儒
敎
一
尊
を
整
然
と
示
し
た
も
の
が
、
劉
歆
の
「
七

略
」
で
あ
る

（
三
八
）。

班
固
は
、『
漢
書
』
藝
文
志
に
そ
れ
を
繼
承
す
る
こ
と
で
、

前
漢
武
帝
期
に
董
仲
舒
の
獻
策
を
⺇
に
成
立
し
た
と
描
く
儒
敎
一
尊
を

目
錄
と
し
て
表
現
し
た

（
三
九
）。

　

劉
歆
は
、
⑴
儒
家
を
「
司
徒
の
官
」・
⑵
衟
家
を
「
史
官
」・
⑵
陰
陽

家
を
「
羲
和
の
官
」・
⑷
法
家
を
「
理
官
」・
⑸
名
家
を
「
禮
官
」・
⑹

墨
家
を
「
淸
廟
の
守
」・
⑺
縱
橫
家
を
「
行
人
の
官
」・
⑻
雜
家
を
「
議

官
」・
⑼
農
家
を
「
農
稷
の
官
」・
⑽
小
說
家
を
「
稗
官
」
を
起
源
と
す

る
、
と
述
べ
、
そ
れ
ぞ
れ
『
週
官
』
な
ど
に
由
來
す
る
官
職
に
そ
の
起

源
を
位
置
づ
け
な
が
ら
、
諸
子
を
次
の
よ
う
に
總
括
す
る
。

諸
子
十
家
、
其
の
觀
る
可
き
者
は
九
家
の
み
。
皆 

王
衟 
既
に
微

に
し
て
、
諸
侯 

力
政
し
、
時
君
・
世
主
、
好
惡 

方
を
殊
に
す
る

こ
と
よ
り
起
こ
る
。
是
を
以
て
九
家
の
術
、蠭
出
し
て
竝
び
作
り
、

各

一
端
を
引
き
、
其
の
善
と
す
る
所
を
崇
ぶ
。
此
れ
を
以
て
馳

說
し
、
合
を
諸
侯
に
取
る
。
其
の
言 

殊
な
る
と
雖
も
、
辟た

と

へ
ば

犹
ほ
水
火
、
相 

滅
し
て
亦
た
相 

生
ず
る
が
ご
と
き
な
り
。
仁
の

義
と
、敬
の
和
と
、相 

反
し
て
皆 

相 

成
る
な
り
。①
易
に
曰
ふ
、「
天

下 

歸
を
同
じ
く
し
て
塗み

ち

を
殊
に
し
、
致
を
一
に
し
て
慮
を
百
に

す
」
と
。
今 

家
を
異
に
す
る
者
、
各

長
ず
る
所
を
推
し
、
知

を
窮
め
慮
を
究
め
て
、
以
て
其
の
指
を
明
ら
か
に
す
。
蔽
短
有
り

と
雖
も
、
②
其
の
要
歸
を
合
す
れ
ば
、
亦
た
六
經
の
支
と
流
裔
と

な
る
。
其
の
人
を
し
て
明
王
・
圣
主
に
遭
ひ
、
其
の
折
中
す
る
所

を
得
し
め
ば
、
皆 

股
肱
の
材
の
み
。
仲
尼
に
言
有
り
、
禮 

失
は

る
れ
ば
諸こ

れ

を
野
に
求
む
と
。
方
今 

圣
を
去
る
こ
と
久
遠
、
衟
術 

缺
廢
し
て
、
更
に
求
む
る
所
無
し
。
彼
の
九
家
な
る
者
は
、
犹
ほ

野
に
瘉ま

さ

ら
ざ
ら
ん
や
。
③
若
し
能
く
六
藝
の
術
を
修
め
て
、
此
の

九
家
の
言
を
觀
、
短
を
舍す

て
て
長
を
取
ら
ば
、
則
ち
以
て
萬
方
の

略
に
通
ず
可
し

（
四
〇
）。

　

劉
歆
の
「
七
略
」
が
、
①
「
天
下 

歸
を
同
じ
く
し
て
塗
を
殊
に
し
、

致
を
一
に
し
て
慮
を
百
に
す
」
と
い
う
『
週
易
』
繫
辭
傳
を
引
用
す
る

こ
と
は
、
司
馬
談
の
「
六
家
の
要
指
」
と
同
じ
で
あ
る
。
こ
れ
は
、「
七

略
」
が
「
六
家
の
要
指
」
を
意
識
し
な
が
ら
、
衟
家
で
は
な
く
、
儒
家

を
頂
點
と
し
て
諸
子
を
整
理
し
て
い
る
こ
と
の
現
れ
で
あ
る
。そ
し
て
、

そ
の
整
理
は
、
②
「
其
の
要
歸
を
合
す
れ
ば
、
亦
た
六
經
の
支
と
流
裔

と
な
る
」
と
あ
る
よ
う
に
、
諸
子
が
六
經
の
支
え
で
あ
る
、
と
い
う
位

置
づ
け
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
た
。
そ
の
際
、
諸
子
の
思
想
を
無
意
味
と
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捉
え
、
そ
れ
ら
を
す
べ
て
排
斥
し
て
儒
家
の
み
を
一
尊
し
よ
う
と
し
て

い
な
い
こ
と
に
は
、
留
意
が
必
要
で
あ
る
。『
荀
子
』
の
非
十
二
子
篇

を
除
け
ば
、
こ
れ
ま
で
の
思
想
史
の
動
向
も
、
こ
の
よ
う
に
諸
子
を
統

合
し
て
い
く
中
で
、
思
想
の
統
一
が
目
指
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
方
向
性

は
、
③
「
若
し
能
く
六
藝
の
術
を
修
め
て
、
此
の
九
家
の
言
を
觀
、
短

を
舍す

て
て
長
を
取
ら
ば
、
則
ち
以
て
萬
方
の
略
に
通
ず
可
し
」
と
あ
る

よ
う
に
、
諸
子
が
六
經
の
補
と
し
て
の
存
在
意
義
を
明
確
に
認
め
ら
れ

る
、
と
い
う
形
で
表
現
さ
れ
て
い
る
。
あ
る
い
は
、
諸
子
を
六
經
の
補

と
す
る
た
め
に
、
父
劉
向
以
來
の
校
書
が
行
わ
れ
て
き
た
と
考
え
て
も

よ
い

（
四
一
）。

　

こ
う
し
て
、
劉
歆
の
「
七
略
」
に
よ
り
、
思
想
史
に
お
け
る
儒
敎
一

尊
は
確
立
さ
れ
、そ
れ
は
「
近
代
中
國
」
ま
で
覆
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

「
古
典
中
國
」
に
お
け
る
思
想
史
上
の
儒
敎
一
尊
は
、
こ
こ
に
確
定
し

た
と
考
え
て
よ
い

（
四
二
）。

そ
れ
は
、
今
ま
で
の
思
想
統
合
の
動
き
と
は
異
な

り
、
漢
帝
室
の
流
れ
を
汲
む
劉
歆
が
、
諸
子
の
書
を
校
定
す
る
こ
と
に

よ
り
、
自
ら
の
位
置
づ
け
ど
お
り
に
諸
子
の
書
籍
を
確
定
し
得
た
と
い

う
優
位
性
を
有
し
て
い
た
た
め
に
行
い
得
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

そ
し
て
、
劉
歆
の
「
七
略
」
に
よ
る
儒
敎
一
尊
は
、『
史
記
』
に
は

な
く
『
漢
書
』
の
み
が
記
す
董
仲
舒
の
對
策
の
中
で
主
張
さ
れ
る
よ
う

な
諸
子
を
排
斥
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。『
漢
書
』
に
描
か
れ
た
董

仲
舒
は
對
策
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
儒
家
の
一
尊
を
主
張
し
て
い

る
（
四
三
）。

春
秋 

一
統
を
大た

ふ
と

ぶ
者
は
、
天
地
の
常
經
、
古
今
の
通
誼
な
り
。

今 

師
ご
と
に
衟
を
異
に
し
、
人
ご
と
に
論
を
異
に
し
、
百
家
は

方
を
殊
に
し
、
指
意 

同
じ
か
ら
ず
。
是
を
以
て
、
上
は
以
て
一

統
を
持
す
る
こ
と
亡
く
、
法
制 

數

變
じ
、
下
は
守
る
所
を
知

ら
ず
。
臣
愚 

以
爲
へ
ら
く
、
諸　

の
六
藝
の
科
・
孔
子
の
術
に

在
ら
ざ
る
者
は
、
皆 

其
の
衟
を
絶
ち
、
竝
び
に
進
ま
し
む
る
こ

と
勿
け
れ
ば
、
邪
辟
の
說
は
滅
息
し
、
然
る
後
に
、
統
紀
は
一
に

す
可
く
し
て
法
度
は
明
ら
か
に
す
可
く
、
民
は
從
ふ
所
を
知
ら
ん

と
（
四
四
）。

　

董
仲
舒
の
對
策
は
、『
春
秋
』
の
「
大
一
統
」
を
論
據
に
、「
六
藝
の
科
・

孔
子
の
術
に
在
ら
ざ
る
」
も
の
の
「
衟
を
絶
ち
」、「
竝
び
に
進
ま
し
む

る
こ
と
勿
」
か
ら
ん
と
す
る
、
他
の
諸
子
を
排
斥
す
る
儒
家
に
よ
る
思

想
統
一
の
主
張
で
あ
る
。
劉
歆
の
「
七
略
」
に
完
成
す
る
よ
う
な
、
諸

子
を
儒
敎
と
の
關
係
に
お
い
て
位
置
づ
け
、
統
一
的
に
把
握
し
よ
う
と

す
る
思
想
史
の
流
れ
と
は
、
お
よ
そ
異
な
る
思
想
と
言
っ
て
よ
い
。
こ

れ
ま
で
檢
討
し
て
い
た
主
張
の
中
で
は
、
秦
の
思
想
統
制
を
背
景
と
す

る
『
荀
子
』
非
十
二
子
篇
の
主
張
に
近
い
。
そ
れ
で
は
董
仲
舒
の
も
の

と
さ
れ
る
對
策
に
も
、
政
治
的
な
背
景
が
存
在
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
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『
史
記
』
に
よ
れ
ば
、
前
漢
の
武
帝
期
に
、
黃
老
思
想
を
尊
重
す
る

董
太
后
一
派
へ
の
反
發
の
中
で
、
田
蚡
が
儒
家
の
尊
重
を
進
め
、
武
帝

も
こ
れ
を
支
援
し
て
い
た
。
し
か
し
、
田
蚡
は
一
方
で
、『
淮
南
子
』

を
著
し
た
淮
南
王
の
劉
安
に
も
接
近
す
る
な
ど
、
思
想
で
は
な
く
政
局

で
儒
家
を
進
め
た
人
物
に
過
ぎ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
董
仲
舒
に
假
託

す
る
對
策
を
『
董
仲
舒
書
』
に
著
し
た
董
仲
舒
の
後
學
が
背
景
と
し
た

政
治
的
動
向
は
、田
蚡
の
儒
家
尊
重
と
は
考
え
難
い
。
そ
う
し
た
時
に
、

董
仲
舒
よ
り
『
春
秋
』
を
受
け
た
司
馬
遷
が
、
儒
者
と
し
て
最
初
に
三

公
と
な
っ
た
公
孫
弘
の
「
功
令
」
に
次
の
よ
う
に
感
激
し
て
い
る
こ
と

は
、
註
目
に
値
す
る
。

太
史
公
曰
く
、「
余 

①
功
令
を
讀
み
、
學
官
の
路
を
廣
厲
す
る
に

至
る
や
、
未
だ
嘗
て
書
を
廢
し
て
歎
ぜ
ず
ん
ば
あ
ら
ざ
る
な
り
。

曰
く
、「
嗟
乎
」
と
。
夫
れ
週
室 

衰
へ
て
關
雎 
作
り
、
幽
・
厲 

微
へ
て
禮
樂 

壞
れ
、
諸
侯 

恣
行
し
て
、
政
は
彊
國
よ
り
す
。
故

に
孔
子 

王
路
の
廢
れ
て
邪
衟
の
興
る
を
閔
み
、
是
に
於
て
論
じ

て
詩
書
を
次
し
、
修
め
て
禮
樂
を
起
こ
す
。
…
…
秦
の
季
世
に
至

る
に
乁
び
、
詩
書
を
焚
き
、
術
士
を
阬
し
、
六
蓺 

此
れ
よ
り
缺
く
。

…
…
叔
孫
通 

漢
の
禮
儀
を
作
り
、
因
り
て
太
常
と
爲
り
、
諸
生
・

弟
子
の
共
に
定
む
る
者
は
、
咸 

選
首
と
爲
る
。
是
に
於
て
喟
然

と
し
て
歎
じ
て
學
を
興
す
。
然
れ
ど
も
尙
ほ
干
戈
有
り
、
四
海
を

平
定
す
る
も
、
亦
た
未
だ
庠
序
の
事
に
暇
遑
あ
ら
ざ
る
な
り
。
孝

惠
・
呂
后
の
時
、
公
卿
は
皆 

武
力
・
有
功
の
臣
な
り
。
孝
文
の
時
、

頗や

や
徵
用
せ
ら
る
も
、
然
れ
ど
も
孝
文
帝
は
本
と
刑
名
の
言
を
好

む
。
孝
景
に
至
る
に
乁
ぶ
も
、
儒
者
を
任
ぜ
ず
、
而
し
て
竇
太
后 

又
、
黃
老
の
術
を
好
む
。
故
に
諸

の
愽
士
、
官
に
具
は
り
問
を

待
つ
も
、
未
だ
進
む
者
有
ら
ざ
る
な
り
。
今
上 

卽
位
す
る
に
乁

び
、
趙
綰
・
王
臧
の
屬
、
儒
學
を
明
ら
か
に
し
、
而
も
上
も
亦
た

之
に
鄕む

か

ふ
。
是
に
於
て
方
正
・
賢
良
・
文
學
の
士
を
招
く
。
是
れ

よ
り
の
後
、
詩
を
魯
に
言
ふ
に
則
ち
申
培
公
あ
り
、
齊
に
則
ち
轅

固
生
あ
り
、
燕
に
則
ち
韓
太
傅
あ
り
。
尙
書
を
言
ふ
に
濟
南
の
伏

生
よ
り
す
。
禮
を
言
ふ
に
魯
の
高
堂
生
よ
り
す
。
易
を
言
ふ
に
菑

川
の
田
生
よ
り
す
。
春
秋
を
言
ふ
に
齊
魯
は
胡
毋
生
よ
り
し
、
趙

は
②
董
仲
舒
よ
り
す
。
竇
太
后
の
崩
ず
る
に
乁
び
、
武
安
侯
の
田

蚡 

丞
相
と
爲
り
、
③
黃
老
・
刑
名
・
百
家
の
言
を
絀
け
、
文
學
・

儒
者
數
百
人
を
延ま

ね

く
。
而
し
て
④
公
孫
弘 

春
秋
を
以
て
白
衣
も
て

天
子
の
三
公
と
爲
り
、
封
ぜ
ら
る
る
に
平
津
侯
を
以
て
す
。
天
下

の
學
士
、
靡
然
と
し
て
風
に
鄕
ふ
」
と

（
四
五
）。

　

司
馬
遷
は
、
公
孫
弘
の
①
「
功
令
」
を
讀
む
た
び
に
、
書
を
擲
っ
て

嘆
息
し
な
い
こ
と
は
な
い
ほ
ど
に
感
激
を
新
た
に
す
る
、
と
い
う
。
そ

の
內
容
は
こ
の
後
、
詳
細
に
記
述
さ
て
い
れ
る
。「
功
令
」
を
載
せ
る
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前
に
、
司
馬
遷
は
、
そ
の
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
儒
家
の
歷
史

を
繙
い
て
い
く
。
孔
子
が
學
を
起
こ
し
た
の
ち
、
秦
の
焚
書
坑
儒
に
會

い
、
高
祖
の
と
き
に
禮
を
定
め
た
叔
孫
通
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
は
あ
っ

た
も
の
の
、
呂
后
は
武
臣
、
文
帝
は
刑
名
、
景
帝
は
黃
老
を
尊
重
し
て
、

儒
者
が
重
ん
じ
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

今
上
（
武
帝
）
は
そ
れ
を
覆
し
て
儒
家
の
尊
重
を
始
め
、
丞
相
の
田

蚡
は
③
「
黃
老
・
刑
名
・
百
家
の
言
を
絀
け
、
文
學
・
儒
者
數
百
人
」

を
登
用
し
た
。
こ
れ
は
、
思
想
的
に
諸
子
が
排
斥
さ
れ
た
こ
と
で
は
な

く
、
文
帝
に
尊
重
さ
れ
た
刑
名
、
景
帝
に
尊
重
さ
れ
た
黃
老
に
對
抗
す

る
た
め
、
一
時
的
に
儒
家
が
登
用
さ
れ
た
こ
と
の
表
現
に
過
ぎ
な
い
。

し
か
し
、
こ
こ
に
「
百
家
の
言
を
絀
」
け
た
、
と
あ
る
こ
と
が
、
董
仲

舒
の
對
策
に
お
け
る
諸
子
排
斥
の
主
張
の
一
つ
の
背
景
と
な
っ
た
可
能

性
が
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
際
に
司
馬
遷
が
、
こ
う
し
た
動
向
を
②
董
仲

舒
の
名
を
擧
げ
る
に
も
拘
ら
ず
、
董
仲
舒
と
は
無
關
係
に
論
じ
て
い
る

こ
と
に
も
註
意
が
必
要
で
あ
る
。
司
馬
遷
が
、
儒
敎
一
尊
に
力
が
あ
っ

た
と
考
え
る
者
は
、
丞
相
の
田
蚡
、
そ
し
て
何
よ
り
も
「
功
令
」
を
武

帝
に
寀
用
さ
せ
た
公
孫
弘
で
あ
っ
た
。
公
孫
弘
が
④
「
白
衣
」（
庶
民
）

か
ら「
三
公
」と
な
り
、「
平
津
侯
」に
封
建
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
こ
そ
、

天
下
の
學
問
を
志
す
者
は
、「
靡
然
と
し
て
」
儒
敎
の
尊
重
に
向
か
っ

た
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
儒
敎
の
隆
盛
を
も
た
ら
し
た
公
孫
弘
の
「
功
令
」
は
、
次

の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

謹
み
て
太
常
の
臧
・
愽
士
の
平
ら
と
與
に
議
し
て
曰
く
、「
…
…

古
者
は
政
敎 

未
だ
洽
か
ら
ず
、
其
の
禮
を
備
へ
ず
。
請
ふ
ら
く

は
舊
官
に
因
り
て
焉
を
興
さ
ん
。
愽
士
官
の
爲
に
弟
子
五
十
人
を

置
き
、
其
の
身
を
復
せ
ん
。
①
太
常
は
民
の
年
十
八
已
上
、
儀
狀 

端
正
な
る
者
を
擇
び
、
愽
士
弟
子
に
補
せ
ん
。
②
郡
國
の
縣
衟
邑

は
文
學
を
好
み
、
長
上
を
敬
ひ
、
政
敎
に
肅
み
、
鄕
里
に
順
ひ
、

出
入 

聞
く
所
に
悖
ら
ざ
る
者
有
ら
ば
、
令
相
長
丞
は
、
屬
す
る

所
の
二
千
石
に
上あ

ぐ
。
二
千
石
は
謹
み
て
可
な
る
者
を
察
し
、
當

に
計
と
與
に
偕
に
、
太
常
に
詣
り
、
業
を
受
く
る
を
得
る
こ
と
弟

子
の
如
く
す
。
③
一
歲
に
し
て
皆 

輒
ち
試
し
、
能
く
一
蓺
以
上
に

通
ぜ
し
は
、
文
學
掌
故
の
缺
に
補
せ
ん
。
其
の
④
高
弟
に
し
て
以

て
郞
中
と
爲
す
可
き
者
は
、
太
常 

籍
も
て
奏
せ
ん
。
卽
し
⑤
秀
才

異
等
な
る
も
の
有
ら
ば
、
輒
ち
名
を
以
て
聞
せ
ん
。
其
の
學
を
事

と
せ
ず
、
若
し
く
は
下
材 

乁
び
能
く
一
蓺
に
通
ぜ
ざ
る
も
の
は
、

輒
ち
之
を
罷
め
し
め
ん
。
而
し
て
諸

の
稱
は
ざ
る
者
を
罰
す
る

を
請
ふ
。
…
…
請
ふ
ら
く
は
其
の
秩
比
二
百
石
以
上
、
乁
び
吏
の

百
石
に
し
て
一
蓺
以
上
に
通
ず
る
も
の
を
選
擇
し
、
左
右
內
史
、

大
行
の
卒
史
に
補
せ
ん
。
比
百
石
よ
り
已
下
は
、
郡
太
守
の
卒
史
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に
補
す
る
こ
と
、
皆 

各

二
人
、
邊
郡
は
一
人
な
り
。
先
に
誦

の
多
き
者
を
用
ひ
、
若
し
足
ら
ざ
れ
ば
、
乃
ち
掌
故
を
擇
び
、
中

二
千
石
の
屬
に
補
し
、
文
學
掌
故
は
郡
屬
に
補
し
て
、
備
員
せ
し

む
。
請
ふ
ら
く
は
功
令
に
著
け
、
佗
は
律
令
の
如
く
せ
ん
」
と
。

制
し
て
曰
く
、「
可
」
と
。
此
れ
よ
り
以
來
、
則
ち
⑥
公
卿
・
大
夫
・

士
吏
に
、
斌
斌
と
し
て
文
學
の
士
多
し

（
四
六
）。

　

西
川
利
文
に
よ
れ
ば

（
四
七
）、

公
孫
弘
の
「
功
令
」
は
、
愽
士
弟
子
の
設
置

と
「
射
策
」
を
定
め
た
も
の
で
、
愽
士
弟
子
に
は
、
①
「
太
常
」
選
と

②
「
郡
國
」
選
が
あ
り
、
定
員
分
の
五
十
名
は
前
者
の
み
で
あ
る
が
、

共
に
徭
役
が
免
除
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
愽
士
弟
子
と
な
っ
た
者
に
は
③

一
年
後
に
「
試
」（
射
策
）
が
あ
り
、｢

一
蓺
」（
一
經
）
以
上
に
通
じ
た

者
は
、
太
常
の
屬
吏
で
あ
る
「
文
學
掌
故
」（
百
石
）
に
、
④ 

「
高
弟
」

は
「
郞
中
」（
三
百
石
）
に
、
⑤
「
秀
才
異
等
」
は
徵
召
さ
れ
、
六
百
石

の
議
郞
や
愽
士
に
就
任
し
得
る
制
度
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、⑥「
公

卿
・
大
夫
・
士
吏
」
に
「
文
學
の
士
」
が
多
く
な
っ
た
、
と
司
馬
遷
は

主
張
す
る
の
で
あ
る
。

　
「
射
策
」
は
、
あ
く
ま
で
官
吏
登
用
制
度
の
一
つ
に
過
ぎ
ず
、
公
孫

弘
の
「
功
令
」
に
よ
り
、
儒
敎
が
一
尊
さ
れ
て
、
儒
敎
に
よ
っ
て
の
み

官
僚
と
成
り
得
る
よ
う
に
な
っ
た
譯
で
は
な
い
。
そ
れ
で
も
、
一
經
で

あ
っ
て
も
儒
學
を
愽
士
に
弟
子
と
し
て
學
ぶ
こ
と
で
、
官
吏
に
登
用
さ

れ
る
こ
と
が
「
功
令
」
に
明
記
さ
れ
た
こ
と
は
、
司
馬
遷
に
と
っ
て
每

囘
書
物
を
擲
つ
ほ
ど
の
感
動
を
受
け
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
期
に

儒
敎
が
國
敎
化
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　

司
馬
遷
は
、
董
仲
舒
に
儒
敎
を
學
ん
だ
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
董

仲
舒
後
學
の
一
人
で
も
あ
る
。『
董
仲
舒
書
』
を
編
纂
し
た
董
仲
舒
の

後
學
た
ち
が
、
司
馬
遷
と
同
樣
の
感
激
を
「
功
令
」
よ
り
受
け
、
そ
れ

を
背
景
と
し
な
が
ら
、
そ
の
功
績
を
學
問
の
な
い
公
孫
弘
で
は
な
く
、

師
の
董
仲
舒
に
求
め
る
思
想
書
を
著
す
こ
と
は
特
異
で
は
な
い
。
秦
の

思
想
統
一
を
背
景
と
し
な
が
ら
、
荀
子
の
後
學
が
非
十
二
子
篇
に
お
い

て
、
孔
子
・
子
弓
を
正
統
に
繼
承
す
る
荀
子
の
學
問
の
み
を
尊
重
す
べ

き
と
主
張
し
た
こ
と
と
同
質
の
行
爲
と
言
え
よ
う
。
あ
る
い
は
、
劉
歆

の
「
七
略
」
に
至
る
ま
で
の
思
想
史
に
お
い
て
、
他
の
思
想
を
尊
重
し

な
が
ら
自
ら
の
思
想
へ
と
統
合
し
よ
う
と
せ
ず
、
あ
く
ま
で
他
の
思
想

を
排
除
し
て
、
自
ら
の
思
想
を
一
尊
さ
せ
よ
う
と
し
た
も
の
は
、
秦
の

思
想
統
制
を
背
景
と
す
る
『
荀
子
』
非
十
二
子
篇
と
、公
孫
弘
の
「
功
令
」

を
背
景
と
す
る
『
董
仲
舒
書
』
だ
け
で
あ
る
と
言
い
換
え
て
も
よ
い
。

　

こ
の
よ
う
に
思
想
史
的
に
は
例
外
的
な
『
董
仲
舒
書
』
の
儒
敎
一
尊

の
主
張
に
對
し
て
、劉
向
・
劉
歆
、そ
し
て
班
固
の
反
應
は
異
な
る
。『
漢

書
』
董
仲
舒
傳
の
贊
は
、
劉
向･

劉
歆
の
董
仲
舒
へ
の
評
價
を
次
の
よ

う
に
傳
え
て
い
る
。
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贊
に
曰
く
、「
劉
向 

稱
す
ら
く
、「
①
董
仲
舒
は
王
佐
の
材
有
り
、伊
・

呂
と
雖
も
以
て
加
ふ
る
こ
と
亡な

く
、
筦
・
晏
の
屬
、
伯
者
の
佐
は
、

殆
ど
乁
ば
ざ
る
な
り
」
と
。
向
の
子
た
る
歆
に
至
る
に
以い爲
へ
ら

く
、「
伊
・
呂
は
乃
ち
圣
人
の
耦
、
王
者
も
得
ざ
れ
ば
則
ち
興
ら
ず
。

故
に
顏
淵 

死
し
、
孔
子
曰
く
、「
噫
。
天 

余
を
喪ほ

ろ
ぼせ

り
」
と
。
唯

だ
此
の
一
人
の
み
能
く
之
に
當
た
れ
り
と
爲
す
。
宰
我
・
子
贛
・

子
游
・
子
夏
よ
り
焉
に
與
ら
ず
。
仲
舒
は
漢
の
秦
が
滅
學
の
後
を

承
け
、
六
經 

離
析
す
る
に
遭
ひ
、
帷
を
下
し
憤
を
發
し
、
心
を

大
業
に
潛
め
、
後
學
の
者
を
し
て
、
統
壹
す
る
所
有
ら
し
め
、
羣

儒
の
首
と
爲
る
。
然
れ
ど
も
其
の
師
友
・
淵
源
の
漸
す
る
所
を
考

ふ
る
に
、
②
犹
ほ
未
だ
游
・
夏
に
乁
ば
ず
。
而
る
に
筦
・
晏 

乁
ぶ

こ
と
弗
く
、
伊
・
呂 

加
へ
ざ
る
と
曰
ふ
は
、
過
ぎ
た
り
」
と
。

向
の
曾
孫
た
る
龔
に
至
り
、
篤
論
の
君
子
な
る
に
、
③
歆
の
言
を

以
て
然
り
と
爲
す
」
と

（
四
八
）。

　

い
ま
だ
儒
敎
の
經
義
が
國
政
に
反
映
し
き
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
ろ

を
生
き
た
劉
向
は
、『
董
仲
舒
書
』
を
讀
み
、
そ
の
對
策
に
司
馬
遷
と

同
質
の
感
激
を
得
、
董
仲
舒
を
①
「
伊
・
呂
と
雖
も
以
て
加
ふ
る
こ
と

亡な

」
い
「
王
佐
の
材
」
と
し
て
最
高
に
評
價
し
た

（
四
九
）。

こ
れ
に
對
し
て
、

す
で
に
「
七
略
」
に
諸
子
を
整
理
し
、
儒
敎
の
枠
內
に
お
い
て
今
文
學

に
對
し
て
古
文
學
を
推
奬
し
て
い
た
劉
歆
は
、
今
文
學
者
の
董
仲
舒
に

父
ほ
ど
の
感
激
を
抱
か
ず
、
②
子
「
游
」・
子
「
夏
」
に
も
「
乁
ば
」

な
い
と
し
た
。『
董
仲
舒
書
』
に
よ
り
武
帝
期
に
お
け
る
儒
敎
一
尊
を

描
い
た
班
固
も
、
劉
向
で
は
な
く
劉
歆
に
同
意
し
て
い
る
。
劉
向
の
曾

孫
劉
龔
の
こ
と
と
す
る
③
「
歆
の
言
」
へ
の
同
意
は
、
班
固
の
評
價
と

考
え
て
よ
い
。

　

そ
れ
で
も
班
固
は
、『
董
仲
舒
書
』
に
基
づ
き
、
前
漢
武
帝
期
に
お

け
る
儒
敎
一
尊
を
描
い
た
。
そ
れ
が
、
班
固
に
お
け
る
在
る
べ
き
「
古

典
中
國
」
像
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。

　
　
　

お
わ
り
に

　

班
固
の
『
漢
書
』
董
仲
舒
傳
は
、
末
文
に
次
の
よ
う
に
董
仲
舒
の
成

果
を
ま
と
め
て
い
る
。

武
帝
の
初
め
て
立
ち
し
よ
り
、
魏
其
・
武
安
侯
、
相
と
爲
り
て

儒
を
隆た

ふ
とぶ
。
仲
舒
の
對
册
す
る
に
乁
び
て
、
孔
子
を
推
明
し
、
①

百
家
を
抑
黜
し
、
②
學
校
の
官
を
立
て
、
③
州
郡
よ
り
茂
材
・
孝
廉

を
擧
ぐ
る
は
、
皆 

仲
舒
よ
り
之
を
發
す

（
五
〇
）。

　

註
（
四三）
所
揭
福
井
著
書
に
よ
れ
ば
、
①
「
百
家
を
抑
黜
」
し
、「
奏

可
」
を
得
た
人
物
は
、
丞
相
の
衞
綰
で
あ
り
、
②
「
學
校
の
官
を
立
て
」

た
の
は
、
公
孫
弘
の
力
で
あ
り
、
③
「
郡
擧
孝
廉
」
に
よ
る
人
材
登
用

が
「
仲
舒
よ
り
之
れ
を
發
す
」
と
い
う
こ
と
は
、
年
代
的
に
成
り
立
た
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な
い
。「
州
擧
茂
材
」
は
、『
漢
書
』
董
仲
舒
傳
の
創
作
で
あ
る
、
と
い

う
。
本
稿
で
檢
討
し
た
よ
う
に
、
①
に
つ
い
て
は
、
衞
綰
に
加
え
て
、

公
孫
弘
が
「
功
令
」
に
よ
り
創
設
し
た
「
射
策
」
の
成
果
と
す
る
こ
と

が
で
き
よ
う
。
班
固
は
、田
蚡
や
公
孫
弘
の
儒
敎
一
尊
へ
の
動
き
を『
董

仲
舒
書
』
を
用
い
る
こ
と
で
、
董
仲
舒
に
假
託
し
た
の
で
あ
る
。
そ
も

そ
も
、董
仲
舒
の
段
階
で
こ
の
よ
う
な
儒
敎
一
尊
が
定
ま
っ
て
い
れ
ば
、

劉
歆
が
「
七
略
」
を
著
し
て
、
諸
子
を
儒
家
の
も
と
に
位
置
づ
け
る
必

要
性
は
な
い
。

　
『
呂
氏
春
秋
』
不
二
篇
か
ら
始
ま
り
、
劉
歆
の
「
七
略
」
に
完
成
す

る
諸
子
を
統
合
す
る
思
想
史
の
流
れ
の
中
に
、『
董
仲
舒
書
』
を
入
れ

た
場
合
、
他
の
思
想
と
の
比
較
も
な
く
、
獨
善
的
に
自
ら
の
思
想
と
儒

敎
の
一
尊
を
主
張
す
る
『
董
仲
舒
書
』
の
異
質
性
が
見
え
て
く
る
。
し

た
が
っ
て
、『
董
仲
舒
書
』
は
、『
荀
子
』
非
十
二
子
篇
と
同
樣
、
そ
の

背
景
に
は
政
治
的
動
向
を
考
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
は
公
孫

弘
の
「
功
令
」
に
よ
る
「
射
策
」
の
創
設
で
あ
っ
た
。

　
「
古
典
中
國
」
を
成
立
さ
せ
る
思
想
史
の
中
で
は
、
儒
敎
の
一
尊
を

定
め
た
劉
歆
の
「
七
略
」
が
、
き
わ
め
て
大
き
な
意
味
を
持
つ
。
劉
歆

の
「
七
略
」
は
、『
史
記
』
の
「
六
家
の
要
指
」
へ
の
反
發
か
ら
書
か
れ
、

諸
子
を
儒
敎
の
も
と
に
整
理
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
思
想
史

的
展
開
は
、漢
の
中
央
集
權
を
背
景
と
し
な
が
ら
進
展
し
た
。
そ
れ
は
、

『
漢
書
』
に
よ
っ
て
漢
の
全
盛
期
の
武
帝
に
假
託
さ
れ
な
が
ら
も
、
實

際
に
は
前
漢
の
衰
退
期
に
展
開
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
か
か
る
思
想
界

の
動
き
を
受
け
な
が
ら
、
王
莽
に
よ
っ
て
儒
敎
の
經
義
が
現
實
の
政
治

へ
と
反
映
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

〈
註
〉

（
一
）　

渡
邉
義
澔
「『
漢
書
』
が
描
く
在
る
べ
き
「
古
典
中
國
」
像
」（『
日

本
儒
敎
學
會
報
』
二
、
二
〇
一
八
年
）。
な
お
、
儒
敎
一
尊
は
、
中
國

で
は
「
罷
黜
百
家
、
獨
尊
儒
術
」
と
用
い
る
こ
と
が
多
い
が
、
そ
れ
が

梁
啓
超
か
ら
始
ま
る
こ
と
は
、
牛
秋
實
「
董
仲
舒
“
罷
黜
百
家
、
獨
尊

儒
術
”
說
的
形
成
乁
時
人
・
後
人
之
批
判
」（『
董
仲
舒
硏
究
文
庫
』
二
、

二
〇
一
三
年
）
を
參
照
。

（
二
）　

渡
邉
義
澔
『
後
漢
に
お
け
る
「
儒
敎
國
家
」
の
成
立
』（
汲
古
書
院
、

二
〇
〇
九
年
）。

（
三
）　

楠
山
春
樹
『
呂
氏
春
秋
』
上
（
明
治
書
院
、
一
九
九
六
年
）
の
「
解

說
」。
な
お
、『
呂
氏
春
秋
』に
關
す
る
硏
究
に
つ
い
て
は
、靑
山
大
介「
呂

氏
春
秋
硏
究
文
獻
目
錄
」（『
東
洋
古
典
學
硏
究
』
四
、
一
九
九
七
年
）、

「『
呂
氏
春
秋
』
硏
究
の
視
座―

先
行
硏
究
批
判
を
主
と
し
て
」（『
東
洋

古
典
學
硏
究
』
六
、
一
九
九
八
年
）
を
參
照
。

（
四
）　

沼
尻
正
隆
『
呂
氏
春
秋
の
思
想
的
硏
究
』（
汲
古
書
院
、
一
九
九
七

年
）。
こ
の
ほ
か
、
傅
武
光
『
呂
氏
春
秋
與
諸
子
之
關
係
』（
東
吳
大
學

中
國
學
術
著
作
奬
助
委
員
會
、
一
九
九
三
年
）、
王
啓
才
『《
呂
氏
春
秋
》
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硏
究
』（
學
苑
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
）
な
ど
も
參
照
。

（
五
）　

聽
群
衆
議
以
治
國
、國
危
無
日
矣
。
何
以
知
其
然
也
。
①
老
耽
貴
柔
、

②
孔
子
貴
仁
、③
墨
翟
貴
廉
、④
關
尹
貴
淸
、⑤
子
列
子
貴
虛
、⑥
陳
騈
貴
齊
、

⑦
陽
生
貴
己
、
⑧
孫
臏
貴
勢
、
⑨
王
廖
貴
先
、
⑩
兒
良
貴
後
。
此
十
人
者
、

皆
天
下
之
豪
士
也
（『
呂
氏
春
秋
』
卷
十
七 

審
分
覽 

不
二
篇
）。『
呂
氏

春
秋
』
は
、
許
維
橘
『
呂
氏
春
秋
集
釋
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
九
年
）

を
底
本
と
し
、陳
奇
猷『
呂
氏
春
秋
校
釋
』（
學
林
出
版
社
、一
九
八
四
年
）

を
參
照
し
た
。
な
お
、
不
二
篇
の
脫
文
を
考
察
し
た
工
籘
豐
彥
「
呂
氏

春
秋
不
二
篇
考
」（『
東
方
學
』
二
二
、
一
九
六
一
年
）
も
參
照
。

（
六
）　

有
金
鼓
所
以
一
耳
也
。
同
法
令
所
以
一
心
也
。
智
者
不
得
巧
、
愚
者

不
得
拙
、
所
以
一
衆
也
。
勈
者
不
得
先
、
懼
者
不
得
後
、
所
以
一
力
也
。

故
一
則
治
、異
則
亂
。
一
則
安
、異
則
危
。
夫
能
齊
萬
不
同
、愚
智
工
拙
、

皆
盡
力
竭
能
、
如
出
乎
一
穴
者
、
其
唯
圣
人
矣
乎
。
無
術
之
智
、
不
敎

之
能
、
而
恃
彊
速
貫
習
、
不
足
以
成
也
（『
呂
氏
春
秋
』
卷
十
七 

審
分

覽 

不
二
篇
）。

（
七
）　
『
呂
氏
春
秋
』
審
分
覽 

執
一
篇
に
、「
王
者 

一
を
執
り
て
、
萬
物
の

正
と
爲
る
。
軍
に
は
必
ず
將
有
り
、
之
を
一
に
す
る
所
以
な
り
。
國
に

は
必
ず
君
有
り
、
之
を
一
に
す
る
所
以
な
り
。
天
下
に
は
必
ず
天
子
有

り
、
之
を
一
に
す
る
所
以
な
り
。
天
子 

必
ず
一
を
執
る
は
、
之
を
搏
も
っ
ぱ

ら
に
す
る
所
以
な
り
。
一
な
れ
ば
則
ち
治
り
、兩
な
れ
ば
則
ち
亂
る
（
王

者
執
一
、
而
爲
萬
物
正
。
軍
必
有
將
、
所
以
一
之
也
。
國
必
有
君
、
所

以
一
之
也
。
天
下
必
有
天
子
、
所
以
一
之
也
。
天
子
必
執
一
、
所
以
搏

之
也
。
一
則
治
、
兩
則
亂
）」
と
あ
る
。

（
八
）　

諸
橋
轍
次
「
荀
子
非
十
二
子
篇
を
讀
む
」（『
東
洋
學
硏
究
』
一
、
一

九
三
一
年
）。
こ
の
ほ
か
、「
非
十
二
子
」
に
つ
い
て
は
、
非
十
二
子
の

記
述
よ
り
『
荀
子
』
の
圣
王
像
を
探
ろ
う
と
す
る
袁
靜
「
由
“
非
十
二

子
”
到
“
塑
圣
王
”―

試
析
《
非
十
二
子
》
中
荀
子
塑
造
的
圣
王
形
𧰼
」

（『
中
山
大
學
硏
究
生
學
刋
』
二
六―

四
、
二
〇
〇
五
年
）、
非
十
二
子

を
政
治
批
判
に
根
ざ
す
と
す
る
孫
謙
・
孫
婠
「
論
荀
子
《
非
十
二
子
》」

（『
龍
岩
學
院
學
報
』
二
六―

二
、
二
〇
〇
八
年
）
も
參
照
。

（
九
）　

略
法
先
王
而
不
知
其
統
、
犹
然
而
材
劇
、
志
大
聞
見
雜
愽
、
案
徃
舊

造
說
、
謂
之
五
行
。
甚
僻
違
而
無
類
、
幽
隱
而
無
說
、
閉
約
而
無
解
。

案
餝
其
辭
而
祇
敬
之
、
曰
此
眞
先
君
子
之
言
也
。
子
思
唱
之
、
孟
軻
和

之
。
世
俗
之
溝
犹
瞀
儒
、
嚾
嚾
然
不
知
其
所
非
也
。
遂
受
而
傳
之
、
以

爲
仲
尼
・
子
弓
、
爲
茲
厚
於
後
世
。
是
則
子
思
・
孟
軻
之
罪
也
（『
荀

子
』
非
十
二
子
篇
）。
な
お
、『
荀
子
』
は
、
王
先
謙
『
荀
子
集
解
』（
中

華
書
局
、
一
九
八
八
年
）
を
底
本
と
し
た
。

（
一〇）　

王
應
麟
『
困
學
紀
聞
』
卷
十 

諸
子
も
、『
韓
詩
外
傳
』
卷
四
が
非
十

二
子
篇
を
襲
用
し
な
が
ら
、
子
思
・
孟
子
を
缺
く
こ
と
に
つ
い
て
、
荀

子
の
「
門
人
」
に
よ
る
付
加
や
鼠
入
の
一
種
と
し
て
い
る
。
な
お
、
福

井
重
雅
「
再
考
・
荀
子
と
法
家
思
想
」（『
東
洋
硏
究
』
二
〇
一
、
二
〇

一
六
年
）
は
、
荀
子
が
儒
家
に
屬
す
る
思
想
家
で
あ
る
こ
と
を
根
底
か

ら
疑
問
視
し
、
非
十
二
子
篇
を
思
想
言
論
の
禁
絶
と
し
て
李
斯
に
先
行

す
る
も
の
と
位
置
づ
け
て
い
る
。

（
一一）　

金
谷
治「「
荀
子
」の
文
獻
學
的
硏
究
」（『
日
本
學
士
院
紀
要
』九―

一
、

一
九
五
一
年
、『
中
國
思
想
論
集
』
中
卷 

儒
家
思
想
と
衟
家
思
想
、
平
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河
出
版
社
、
一
九
九
七
年
に
所
收
）。

（
一二）　

た
と
え
ば
、代
秋
彬
「
荀
子
未
作
《
非
十
二
子
》
篇
貶
抑
思
孟
段
新
證
」

（『
西
昌
學
院
學
報
』
社
會
科
學
版
二
七―

三
、
二
〇
一
五
年
）
は
、
非

十
二
子
篇
を
荀
子
の

作
で
は
な
い
と
す
る
。
こ
れ
に
對
し
て
、
高
正

偉
「
荀
子
《
非
十
二
子
》
篇
對
思
孟
學
派
的
總
體
評
價
」（『
宜
賓
學
院

學
報
』
一
一―
一
〇
、
二
〇
一
一
年
）
は
、
非
十
二
子
篇
を
荀
子
の
思

孟
學
派
に
對
す
る
缺
陷
の
指
摘
と
し
て
い
る
。
な
お
、
荀
子
に
關
す
る

詳
細
な
硏
究
動
向
整
理
に
、
佐
籘
將
之
『
荀
子
禮
治
思
想
的
淵
源
與
戰

國
諸
子
之
硏
究
』（
國
立
臺
灣
大
學
出
版
中
心
、
二
〇
一
〇
年
）、
橋
本

敬
司
「
明
治
以
降
の
『
荀
子
』
硏
究
史―

性
說
・
天
人
論
」（『
廣
島
大

學
大
學
院
文
學
硏
究
科
論
集
』
六
九
特
輯
號
、
二
〇
〇
九
年
）
が
あ
る
。

（
一三）　
①
縱
情
性
、安
恣
睢
、禽
獸
行
、不
足
以
合
文
通
治
。然
而
其
持
之
有
故
、

其
言
之
成
理
、
足
以
欺
惑
愚
衆
。
是
它
嚻
・
魏
牟
也
。
…
…
不
知
②
壹

天
下
建
國
家
之
權
稱
、
上
功
用
、
大
儉
約
、
而

差
等
、
曾
不
足
以
容

辨
異
縣
君
臣
。
然
而
其
持
之
有
故
、
其
言
之
成
理
、
足
以
欺
惑
愚
衆
。

是
墨
翟
・
宋
銒
也
。
…
…
尙
法
而
無
法
、下
脩
而
好
作
、上
則
取
聽
於
上
、

下
則
取
從
於
俗
。
終
日
言
成
文
典
、
反
紃
察
之
、
則
倜
然
③
無
所
歸
宿
、

不
可
以
經
國
定
分
。
然
而
其
持
之
有
故
、
其
言
之
成
理
、
足
以
欺
惑
愚

衆
。
是
愼
到
・
田
騈
也
（『
荀
子
』
非
十
二
子
篇
）。

（
一四）　

栗
田
直
躬
「
性
說
の
一
考
察
」（『
中
國
上
代
思
想
の
硏
究
』
岩
波
書

店
、
一
九
四
九
年
に
所
收
）。

（
一五）　

若
夫
總
方
略
、
齊
言
行
、
壹
統
類
、
而
羣
天
下
之
英
傑
、
而
吿
之
以

大
古
、敎
之
以
至
順
、奧
窔
之
閒
、簟
席
之
上
、斂
然
圣
王
之
文
章
具
焉
、

佛
然
平
世
之
俗
起
焉
、
則
六
說
者
不
能
入
也
、
十
二
子
者
不
能

也
。

無
置
錐
之
地
、
而
王
公
不
能
與
之
爭
名
、
在
一
大
夫
之
位
、
則
一
君
不

能
獨
畜
、
一
國
不
能
獨
容
、
成
名
況
乎
諸
侯
、
莫
不
願
以
爲
臣
。
是
①

圣
人
之
不
得
埶
者
也
、
仲
尼
・
子
弓
是
也
。
一
天
下
、
財
萬
物
、
長
養

人
民
、

利
天
下
、
通
逹
之
屬
、
莫
不
從
服
、
六
說
者
立
息
、
十
二
子

者
遷
化
、
則
②
圣
人
之
得
埶
者
、
舜
・
禹
是
也
。
今
夫
仁
人
也
、
將
何

務
哉
。
上
則
法
舜
・
禹
之
制
、
下
則
法
仲
尼
・
子
弓
之
義
、
以
③
務
息

十
二
子
之
說
。
如
是
則
天
下
之
害
除
、
仁
人
之
事
畢
、
圣
王
之
跡
著
矣

（『
荀
子
』
非
十
二
子
篇
）。

（
一六）　

儒
家
に
よ
る
經
傳
傳
說
の
形
成
に
つ
い
て
は
、
渡
邉
義
澔
「「
古
典

中
國
」
に
お
け
る
經
傳
傳
說
の
展
開
」（
近
刋
）
を
參
照
。

（
一七）　

赤
塚
忠
「
荀
子
硏
究
の
二
三
の
問
題
」（『
赤
塚
忠
著
作
集
』
二 

儒

家
思
想
硏
究
、
硏
文
社
、
一
九
八
六
年
）
は
、
韓
非
と
李
斯
が
荀
子
の

門
下
で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
わ
し
い
、
と
す
る
。
な
お
、
荀
子
の
禮
を
中

心
と
す
る
政
治
思
想
に
つ
い
て
は
、
佐
籘
將
之
『
荀
子
禮
治
思
想
的
淵

源
與
戰
國
諸
子
之
硏
究
』（
國
立
臺
灣
大
學
出
版
中
心
、
二
〇
一
〇
年
）、

『
參
於
天
地
之
治―

荀
子
禮
治
政
治
思
想
的
起
源
與
構
造
』（
國
立
臺
灣

大
學
出
版
中
心
、
二
〇
一
六
年
）
を
參
照
。

（
一八）　

丞
相
李
斯
曰
、
今
皇
帝
幷
有
天
下
、
別
黑
白
而
定
一
尊
。
…
…
臣
請

①
史
官
非
秦
記
皆
燒
之
。
②
非
愽
士
官
所
職
、
天
下
敢
有
藏
詩
・
書
・
百

家
語
者
、
悉
詣
守
尉
雜
燒
之
。
有
敢
偶
語
詩
・
書
者
弃
市
。
…
…
令
下

三
十
日
不
燒
、
黥
爲
城
旦
。
所
不
去
者
③
醫
藥
・
卜
筮
・
種
樹
之
書
。

若
欲
有
學
法
令
、
以
吏
爲
師
（『
史
記
』
卷
六 

秦
始
皇
本
紀
）。
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（
一九）　

こ
う
し
た
秦
の
焚
書
像
が
展
開
し
て
い
く
狀
況
に
つ
い
て
は
、
西
山

尙
志
「
秦
焚
書
觀
の
展
開
」（『
日
本
中
國
學
會
報
』
六
六
、
二
〇
一
四

年
）
を
參
照
。

（
二〇）　

陳
夢
家
『
尙
書
通
論
』（
中
華
書
局
、一
九
八
五
年
）。
齋
木
哲
郞
「
秦

儒
の
活
動
素
描―

『
尙
書
』「
堯
典
」
の
改
訂
と
『
禮
記
』
大
學
篇
の

成
立
を
め
ぐ
っ
て
」（『
日
本
中
國
學
會
報
』
三
八
、
一
九
八
七
年
、『
秦

漢
儒
敎
の
硏
究
』
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
四
年
に
所
收
）
も
參
照
。

（
二一）　

池
田
知
久
『
老
子
』（
東
方
書
店
、
二
〇
〇
六
年
）
を
參
照
。

（
二二）　

兩
漢
に
お
け
る
春
秋
學
の
展
開
に
つ
い
て
は
、
渡
邉
義
澔
「
兩
漢
に

お
け
る
春
秋
三
傳
の
相
剋
と
國
政
」（『
兩
漢
に
お
け
る
詩
と
三
傳
』
汲

古
書
院
、
二
〇
〇
七
年
、『
後
漢
に
お
け
る
「
儒
敎
國
家
」
の
成
立
』

前
揭
に
所
收
）
を
參
照
。

（
二三）　

譚
戒
甫
「
現
存
莊
子
天
子
篇
的
硏
究
」（『
中
國
哲
學
史
論
文
初
集
』

科
學
出
版
社
、一
九
五
九
年
）。
こ
れ
に
對
し
て
、赤
塚
忠
『
莊
子
』（
集

英
社
、
一
九
七
七
年
）
は
、『
莊
子
』
天
下
篇
を
『
淮
南
子
』
よ
り
も

後
の
成
立
と
し
て
い
る
。

（
二四）　

以
本
爲
精
、
以
物
爲
粗
、
以
有
積
爲
不
足
、
澹
然
獨
與
神
明
居
。
古

之
衟
術
、
有
在
於
是
者
。
關
尹
・
老
聃
、
聞
其
風
而
悅
之
。
①
建
之
以

常
無
有
、
主
之
以
太
一
、
以
濡
弱
謙
下
爲
表
、
以
空
虛
不
毀
萬
物
爲
實
。

關
尹
曰
、
在
己
无
居
、
形
物
自
著
。
其
動
若
水
、
其
靜
若
鏡
、
其
應
若

響
。
芴
乎
若
亡
、
寂
乎
若
淸
。
同
焉
者
和
、
得
焉
者
失
。
未
嘗
先
人
而

常
隨
人
。
老
聃
曰
、知
其
雄
、守
其
雌
、爲
天
下
谿
。
知
其
白
、守
其
辱
、

爲
天
下
谷
。
人
皆
取
先
、
己
獨
取
後
。
曰
、
受
天
下
之
垢
。
人
皆
取
實
、

己
獨
取
虛
。
无
藏
也
、
故
有
餘
。
巋
然
而
有
餘
。
其
行
身
也
、
徐
而
不

費
、
无
爲
也
而
笑
巧
。
人
皆
求
福
、
己
獨
曲
全
。
曰
、
苟
免
於
咎
。
以

深
爲
根
、
以
約
爲
紀
。
曰
、
堅
則
毀
矣
、
銳
則
挫
矣
。
②
常
寬
容
於
物
、

不
削
於
人
。
可
謂
至
極
。
關
尹
・
老
聃
乎
、
古
之
愽
大
眞
人
哉
（『
莊
子
』

天
下
篇
）。
な
お
、『
莊
子
』
は
、
郭
慶
藩
『
莊
子
集
釋
』（
中
華
書
局
、

一
九
六
一
年
）
を
底
本
と
し
た
。

（
二五）　

池
田
知
久
『
莊
子
』（
學
習
硏
究
社
、
一
九
八
七
年
、
の
ち
改
訂
し

て
講
談
社
、
二
〇
一
四
年
）
を
參
照
。

（
二六）　

芴
漠
无
形
、
變
化
无
常
。
死
與
生
與
、
天
地
竝
與
、
神
明
徃
與
。
芒

乎
何
之
、
忽
乎
何
适
。
萬
物
畢
羅
、
莫
足
以
歸
。
古
之
衟
術
、
有
在
於

是
者
。
莊
週
聞
其
風
而
悅
之
。
以
謬
悠
之
說
、
荒
唐
之
言
、
无
端
崖
之

辭
、
時
恣
縱
而
不
儻
、
不
以
觭
見
之
也
。
以
天
下
爲
沈
濁
、
不
可
與
莊

語
、
以
卮
言
爲
曼
衍
、
以
重
言
爲
眞
、
以
寓
言
爲
廣
。
獨
與
天
地
精
神

徃
來
、
而
不
敖
倪
於
萬
物
、
不
譴
是
非
、
以
與
世
俗
處
。
其
書
雖
瑰
瑋
、

而
連
犿
无
傷
也
。
其
辭
雖
參
差
、
而
諔
詭
可
觀
。
彼
其
充
實
、
不
可
以

已
、①
上
與
造
物
者
游
、
而
下
與
外
死
生
、
无
終
始
者
爲
友
。
其
於
本
也
、

弘
大
而
辟
、
深
閎
而
肆
。
其
於
宗
也
、
可
謂
稠
适
而
上
遂
矣
。
②
雖
然
、

其
應
於
化
而
解
於
物
也
、
其
理
不
竭
、
其
來
不
蛻
、
芒
乎
昧
乎
、
未
之

盡
者
（『
莊
子
』
天
下
篇
）。

（
二七）　

金
谷
治
「『
莊
子
』
天
下
篇
の
意
味
」（『
文
化
』
一
六―

六
、
一
九

五
二
年
、『
批
判
主
義
的
學
問
觀
の
形
成
』
平
河
出
版
社
、
一
九
九
七

年
に
所
收
）。

（
二八）　

津
田
左
右
吉
『
衟
家
の
思
想
と
其
の
開
展
』（
東
洋
文
庫
、
一
九
二
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九
年
、『
津
田
左
右
吉
全
集
』
十
三
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
四
年
に
改

題
の
う
え
所
收
）。

（
二九）　

池
田
知
久
『
淮
南
子 

知
の
百
科
』（
講
談
社
、
一
九
八
九
年
）
の
說

に
よ
る
。

（
三〇）　

若
劉
氏
之
書
、
①
觀
天
地
之
𧰼
、
通
古
今
之
事
、
權
事
而
立
制
、
度

形
而
施
宜
、
原
衟
之
心
、
合
三
王
之
風
、
以
儲
與
扈
冶
。
玄
眇
之
中
、

精
搖
靡
覽
、
棄
其
畛
挈
、
斟
其
淑
靜
、
②
以
統
天
下
、
理
萬
物
、
應
變

化
、
通
殊
類
。
非
循
一
跡
之
路
、
守
一
隅
之
指
、
拘
系
牽
連
之
物
、
而

不
與
世
推
移
也
。
故
置
之
尋
常
而
不
塞
、布
之
天
下
而
不
窕
（『
淮
南
子
』

卷
二
十
一 

要
略
篇
）。
な
お
、『
淮
南
子
』
は
、
何
甯
（
撰
）『
淮
南
子

集
釋
』（
中
華
書
局
、
一
九
九
八
年
）
を
底
本
と
し
た
。

（
三一）　

政
治
思
想
で
あ
る
こ
と
は
、
蒙
文
通
『
經
學
抉
原
』（
臺
灣
商
務
印

書
館
、
一
九
六
六
年
）、
特
殊
な
歷
史
的
社
會
的
環
境
に
應
じ
て
生
ま

れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
金
谷
治
『
淮
南
子
の
思
想―
老
莊
的
世
界
』

（
平
樂
寺
書
店
、
一
九
五
九
年
）
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

（
三二）　

池
田
知
久
「
淮
南
子
要
略
篇
に
つ
い
て
」（『
池
田
末
利
愽
士
古
稀
記

念
東
洋
學
論
集
』
一
九
八
〇
年
）、「
淮
南
子
の
成
立―

史
記
と
漢
書
の

檢
討
」（『
東
方
學
』
五
九
、一
九
八
〇
年
）。
こ
の
ほ
か
、有
馬
卓
也
『
淮

南
子
の
政
治
思
想
』（
汲
古
書
院
、一
九
九
八
年
）、內
山
直
樹「『
淮
南
子
』

要
略
篇
と
書
物
」（『
二
松 

大
學
院
紀
要
』一
四
、二
〇
〇
〇
年
）も
參
照
。

（
三三）　

註
（
二九）
所
揭
池
田
著
書
、
註
（
三二）
所
揭
池
田
諸
論
文
を
參
照
。

（
三四）　
『
史
記
』
卷
百
三
十 

太
史
公
自
序
に
、「
太
史
公
、
天
官
を
唐
都
に

學
び
、
易
を
楊
何
に
受
け
、
衟
論
を
黃
子
に
習
ふ
（
太
史
公
、
學
天
官

於
唐
都
、
受
易
於
楊
何
、
習
衟
論
於
黃
子
。）」
と
あ
る
。

（
三五）　

易
大
傳
、
天
下
一
致
而
百
慮
、
同
歸
而
殊
塗
。
夫
陰
陽
・
儒
・
墨
・
名
・

法
・
衟
德
、
此
務
爲
治
者
也
。
直
所
從
言
之
異
路
、
有
省
不
省
耳
。
嘗

竊
觀
①
陰
陽
之
術
、
大
祥
而
衆
忌
諱
、
使
人
拘
而
多
所
畏
。
然
其
序
四

時
之
大
順
、
不
可
失
也
。
②
儒
者
愽
而
寡
要
、
勞
而
少
功
。
是
以
其
事
、

難
盡
從
。
然
其
序
君
臣
・
父
子
之
禮
、
列
夫
婦
・
長
幼
之
別
、
不
可
易
也
。

③
墨
者
儉
而
難
遵
、是
以
其
事
、不
可
徧
循
。然
其
彊
本
節
用
、不
可
廢
也
。

④
法
家
嚴
而
少
恩
。
然
其
正
君
臣
・
上
下
之
分
、
不
可
改
矣
。
⑤
名
家
使

人
儉
而
善
失
眞
。
然
其
正
名
實
、不
可
不
察
也
。
⑥
衟
家
使
人
精
神
專
一
、

動
合
無
形
、
贍
足
萬
物
。
其
爲
術
也
、
因
①
陰
陽
之
大
順
、
采
②
儒
・

③
墨
之
善
、
撮
⑤
名
・
④
法
之
要
、
與
時
遷
移
、
應
物
變
化
、
立
俗
施
事
、

無
所
不
宜
、
指
約
而
易
操
、
事
少
而
功
多
。
儒
者
則
不
然
、
以
爲
、
人

主
天
下
之
儀
表
也
。
主
倡
而
臣
和
、
主
先
而
臣
隨
。
如
此
則
主
勞
而
臣

逸
。
至
於
大
衟
之
要
、
去
健
羨
、
絀
聰
明
、
釋
此
而
任
術
。
夫
神
大
用

則
竭
、
形
大
勞
則
敝
。
形
神
騷
動
、
欲
與
天
地
長
久
、
非
所
聞
也
（『
史

記
』
卷
一
百
三
十 

太
史
公
自
序
）。

（
三六）　

衟
家
、
無
爲
。
又
曰
、
無
不
爲
。
其
實
易
行
、
其
辭
難
知
。
其
術
以

虛
無
爲
本
、
以
因
循
爲
用
。
無
成
埶
、
無
常
形
。
故
能
究
萬
物
之
情
。

不
爲
物
先
、
不
爲
物
後
。
故
能
爲
萬
物
主
。
有
法
無
法
、
因
時
爲
業
。

有
度
無
度
、
因
物
與
合
。
故
曰
、
圣
人
不
朽
、
時
變
是
守
。
虛
者
衟
之

常
也
、
因
者
君
之
綱
也
。
羣
臣
竝
至
、
使
各
自
明
也
。
其
實
中
其
聲
者

謂
之
端
、
實
不
中
其
聲
者
謂
之
窾
。
窾
言
不
聽
、
姦
乃
不
生
。
賢
・
不

肖
自
分
、
白
黑
乃
形
。
在
所
欲
用
耳
、
何
事
不
成
。
乃
合
大
衟
、
混
混
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冥
冥
、
光
燿
天
下
、
復
反
無
名
。
凡
人
所
生
者
神
也
、
所
託
者
形
也
。

神
大
用
則
竭
、
形
大
勞
則
敝
。
形
神
離
則
死
。
死
者
不
可
復
生
、
離
者

不
可
復
反
。
故
圣
人
重
之
。
由
是
觀
之
、
神
者
生
之
本
也
、
形
者
生
之

具
也
。
不
先
定
其
神
形
、
而
曰
我
有
以
治
天
下
、
何
由
哉
（『
史
記
』

卷
一
百
三
十 
太
史
公
自
序
）。

（
三七）　

こ
の
時
期
に
お
い
て
も
『
週
易
』
の
改
變
が
續
い
て
い
た
こ
と
に
つ

い
て
は
、
池
田
知
久
「「
馬
王
堆
漢
墓
帛
書
週
易
」
要
篇
の
硏
究
」（『
東

洋
文
化
硏
究
所
紀
要
』
一
二
三
、
一
九
九
四
年
）、「「
馬
王
堆
漢
墓
帛

書
週
易
」
要
篇
の
思
想
」（『
東
洋
文
化
硏
究
所
紀
要
』
一
二
六
、
一
九

九
五
年
）
を
參
照
。

（
三八）　
「
七
略
」
が
體
系
的
で
あ
り
な
が
ら
、
詩
譜
略
・
六
藝
略
春
秋
家
に

龜
裂
や
、
兵
書
略
に
重
複
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
內
山
直
樹
「『
七

略
』
の
體
系
性
を
め
ぐ
る
一
考
察
」（『
千
葉
大
學
人
文
硏
究
』
三
九
、

二
〇
一
〇
年
）
を
參
照
。
な
お
、「
七
略
」
お
よ
び
「
七
略
別
錄
」
の

佚
文
は
、
姚
振
宗
『
七
略
佚
文
・
七
略
別
錄
佚
文
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、

二
〇
〇
八
年
）
に
輯
錄
さ
れ
て
い
る
。

（
三九）　
『
漢
書
』
藝
文
志
が
、
統
一
的
な
王
衟
政
治
の
構
想
と
結
び
つ
け
ら

れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
金
谷
治
「『
漢
書
』
藝
文
志
の
意
味
─

體
系
的
な
哲
學
的
著
述
と
し
て
」（『
文
化
』
二
〇
─
六
、
一
九
五
六
年
）

を
參
照
。
な
お
、
歷
代
の
『
漢
書
』
藝
文
志
硏
究
を
整
理
し
た
傅
榮
賢

『《
漢
書
・
藝
文
志
》
硏
究
源
流
考
』（
黃
山
書
社
、
二
〇
〇
七
年
）、
六

藝
思
想
は
儒
家
の
獨
占
物
で
は
な
か
っ
た
が
、
藝
文
志
に
お
い
て
諸
氏

十
家
を
そ
の
支
裔
と
し
得
た
と
す
る
と
共
に
、
新
出
資
料
と
の
關
わ
り

を
論
ず
る
李
零
『
蘭
臺
萬
卷
─
讀
《
漢
書
・
藝
文
志
》』（
生
活
・
讀
書
・

新
知
三
聯
書
店
、
二
〇
一
一
年
）、「
七
略
」
を
⺇
に
儒
家
が
理
論
と
實

踐
の
兩
面
で
有
力
に
な
っ
た
と
す
る
尹
海
江
『《
漢
書
・
藝
文
志
》
輯
論
』

（
西
南
交
通
大
學
出
版
社
、
二
〇
一
三
年
）
な
ど
も
參
照
。

（
四〇）　

諸
子
十
家
、
其
可
觀
者
九
家
而
已
。
皆
起
於
王
衟
既
微
、
諸
侯
力
政
、

時
君
・
世
主
、
好
惡
殊
方
、
是
以
九
家
之
術
、
蠭
出
竝
作
、
各
引
一
端
、

崇
其
所
善
。
以
此
馳
說
、
取
合
諸
侯
。
其
言
雖
殊
、
辟
犹
水
火
、
相
滅

亦
相
生
也
。
仁
之
與
義
、
敬
之
與
和
、
相
反
而
皆
相
成
也
。
①
易
曰
、

天
下
同
歸
而
殊
塗
、一
致
而
百
慮
。
今
異
家
者
、各
推
所
長
、窮
知
究
慮
、

以
明
其
指
。
雖
有
蔽
短
、
②
合
其
要
歸
、
亦
六
經
之
支
與
流
裔
。
使
其

人
遭
明
王
・
圣
主
、
得
其
所
折
中
、
皆
股
肱
之
材
已
。
仲
尼
有
言
、
禮

失
而
求
諸
野
。
方
今
去
圣
久
遠
、
衟
術
缺
廢
、
無
所
更
索
。
彼
九
家
者
、

不
犹
瘉
於
野
乎
。
③
若
能
修
六
藝
之
術
、而
觀
此
九
家
之
言
、舍
短
取
長
、

則
可
以
通
萬
方
之
略
矣
（『
漢
書
』
卷
三
十 

藝
文
志
）。

（
四一）　

劉
向
・
劉
歆
の
校
書
事
業
に
重
修
の
痕
跡
が
殘
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

秋
山
陽
一
郞
「
劉
向
・
劉
歆
校
書
事
業
に
お
け
る
重
修
の
痕
跡
（
上
）

―

『
山
海
經
』
と
「
山
海
經
序
祿
」
の
事
例
か
ら
」（『
中
國
古
代
史
論
叢
』

八
、
二
〇
一
五
年
）
を
參
照
。

（
四二）　
「
古
典
中
國
」・「
近
世
中
國
」・「
近
代
中
國
」
と
い
う
、「
古
典
中
國
」

の
展
開
を
軸
と
し
た
、
中
國
史
の
時
代
區
分
に
つ
い
て
は
、
渡
邉
義
澔

「「
古
典
中
國
」
の
成
立
と
展
開
」（『
中
國
史
の
時
代
區
分
の
現
在
』
汲

古
書
院
、
二
〇
一
五
年
）
を
參
照
。

（
四三）　

董
仲
舒
の
對
策
を
分
析
し
、
そ
れ
が
『
董
仲
舒
書
』
に
基
づ
く
こ
と
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を
明
ら
か
に
し
た
も
の
が
、
福
井
重
雅
『
漢
代
儒
敎
の
史
的
硏
究
─
儒

敎
の
官
學
化
を
め
ぐ
る
定
說
の
再
檢
討
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
五
年
）

で
あ
る
。
こ
れ
に
對
す
る
反
論
に
は
、
深
川
眞
樹
「
董
仲
舒
「
賢
良
對

策
」
の
信
賴
性
に
つ
い
て
」（『
東
洋
學
報
』
九
五
─
一
、二
〇
一
三
年
）、

「
董
仲
舒
の
對
策
の
年
代
に
つ
い
て
」（『
東
洋
學
報
』
九
六
─
四
、
二

〇
一
五
年
）
な
ど
が
あ
る
。
な
お
、小
林
春
樹
「『
漢
書
』
に
お
け
る
［
董

仲
舒
像
］
の
一
側
面
─
「
董
仲
舒
傳
」
所
引
「
天
人
三
策
」
を
中
心
と

し
て
」（『
東
洋
硏
究
』
一
九
九
、
二
〇
一
六
年
）
も
參
照
。

（
四四）　

春
秋
大
一
統
者
、
天
地
之
常
經
、
古
今
之
通
誼
也
。
今
師
異
衟
、
人

異
論
、
百
家
殊
方
、
指
意
不
同
。
是
以
、
上
亡
以
持
一
統
、
法
制
數
變
、

下
不
知
所
守
。
臣
愚
以
爲
、
諸
不
在
六
藝
之
科
・
孔
子
之
術
者
、
皆
絶

其
衟
、
勿
使
竝
進
、
邪
辟
之
說
滅
息
、
然
後
、
統
紀
可
一
而
法
度
可
明
、

民
知
所
從
矣
（『
漢
書
』
卷
五
十
六 

董
仲
舒
傳
）。

（
四五）　

太
史
公
曰
、
余
①
讀
功
令
、
至
於
廣
厲
學
官
之
路
、
未
嘗
不
廢
書
而

歎
也
。
曰
、
嗟
乎
。
夫
週
室
衰
而
關
雎
作
、
幽
・
厲
微
而
禮
樂
壞
、
諸

侯
恣
行
、
政
由
彊
國
。
故
孔
子
閔
王
路
廢
而
邪
衟
興
、
於
是
論
次
詩
書
、

修
起
禮
樂
。
…
…
乁
至
秦
之
季
世
、
焚
詩
書
、
阬
術
士
、
六
蓺
從
此
缺

焉
。
…
…
叔
孫
通
作
漢
禮
儀
、
因
爲
太
常
、
諸
生
・
弟
子
共
定
者
、
咸

爲
選
首
。
於
是
喟
然
歎
興
於
學
。
然
尙
有
干
戈
、
平
定
四
海
、
亦
未
暇

遑
庠
序
之
事
也
。
孝
惠
・
呂
后
時
、
公
卿
皆
武
力
・
有
功
之
臣
。
孝
文
時
、

頗
徵
用
、
然
孝
文
帝
本
好
刑
名
之
言
。
乁
至
孝
景
、
不
任
儒
者
、
而
竇

太
后
又
、
好
黃
老
之
術
。
故
諸
愽
士
、
具
官
待
問
、
未
有
進
者
。
乁
今

上
卽
位
、
趙
綰
・
王
臧
之
屬
、
明
儒
學
、
而
上
亦
鄕
之
。
於
是
招
方
正
・

賢
良
・
文
學
之
士
。
自
是
之
後
、言
詩
於
魯
則
申
培
公
、於
齊
則
轅
固
生
、

於
燕
則
韓
太
傅
。
言
尙
書
自
濟
南
伏
生
。
言
禮
自
魯
高
堂
生
。
言
易
自

菑
川
田
生
。
言
春
秋
於
齊
魯
自
胡
毋
生
、
於
趙
自
②
董
仲
舒
。
乁
竇
太

后
崩
、
武
安
侯
田
蚡
爲
丞
相
、
③
絀
黃
老
・
刑
名
・
百
家
之
言
、
延
文
學
・

儒
者
數
百
人
。
而
④
公
孫
弘
以
春
秋
白
衣
爲
天
子
三
公
、封
以
平
津
侯
。

天
下
之
學
士
、
靡
然
鄕
風
矣
（『
史
記
』
卷
一
百
二
十 

儒
林
列
傳
）。

（
四六）　

謹
與
太
常
臧
・
愽
士
平
等
議
曰
、
…
…
古
者
政
敎
未
洽
、
不
備
其
禮
。

請
因
舊
官
而
興
焉
。
爲
愽
士
官
置
弟
子
五
十
人
、
復
其
身
。
①
太
常
擇

民
年
十
八
已
上
、
儀
狀
端
正
者
、
補
愽
士
弟
子
。
②
郡
國
縣
衟
邑
有
好

文
學
、
敬
長
上
、
肅
政
敎
、
順
鄕
里
、
出
入
不
悖
所
聞
者
、
令
相
長
丞
、

上
屬
所
二
千
石
。
二
千
石
謹
察
可
者
、
當
與
計
偕
、
詣
太
常
、
得
受

業
如
弟
子
。
③
一
歲
皆
輒
試
、
能
通
一
蓺
以
上
、
補
文
學
掌
故
缺
。
其

④
高
弟
可
以
爲
郞
中
者
、
太
常
籍
奏
。
卽
⑤
有
秀
才
異
等
、
輒
以
名
聞
。

其
不
事
學
、
若
下
材
乁
不
能
通
一
蓺
、
輒
罷
之
。
而
請
諸
不
稱
者
罰
。

…
…
請
選
擇
其
秩
比
二
百
石
以
上
、
乁
吏
百
石
通
一
蓺
以
上
、
補
左
右

內
史
、
大
行
卒
史
。
比
百
石
已
下
、
補
郡
太
守
卒
史
、
皆
各
二
人
、
邊

郡
一
人
。
先
用
誦
多
者
、
若
不
足
、
乃
擇
掌
故
、
補
中
二
千
石
屬
、
文

學
掌
故
補
郡
屬
、
備
員
。
請
著
功
令
、
佗
如
律
令
。
制
曰
、
可
。
自
此

以
來
、
則
⑥
公
卿
・
大
夫
・
士
吏
、
斌
斌
多
文
學
之
士
矣
（『
史
記
』
卷

一
百
二
十 

儒
林
列
傳
）。

（
四七）　

西
川
利
文
「
漢
代
愽
士
弟
子
制
度
に
つ
い
て―

公
孫
弘
の
上
奏
文
解

釋
を
中
心
と
し
て
」（『
鷹
陵
史
學
』
一
六
、一
九
九
〇
年
）。
こ
の
ほ
か
、

平
井
正
士
「
公
孫
弘
上
奏
の
功
令
に
つ
い
て
」（『
杏
林
大
學
醫
學
部
進
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學
課
程
硏
究
報
吿
』
一
、
一
九
七
四
年
）、「
漢
代
の
學
校
制
度
考
察
上

の
二
三
の
問
題
」（『
杏
林
大
學
醫
學
部
敎
養
課
程
硏
究
報
吿
』
四
、
一

九
七
七
年
）、小
林
春
樹「
前
漢
愽
士
弟
子
制
度
の
⺇
能
に
つ
い
て
」（『
早

稻
田
大
學
大
學
院
文
學
硏
究
科
紀
要
』別
册
九
、一
九
八
三
年
）も
參
照
。

（
四八）　

贊
曰
、
劉
向
稱
、
①
董
仲
舒
有
王
佐
之
材
、
雖
伊
・
呂
亡
以
加
、
筦
・

晏
之
屬
、
伯
者
之
佐
、
殆
不
乁
也
。
至
向
子
歆
以
爲
、
伊
・
呂
乃
圣
人

之
耦
、
王
者
不
得
則
不
興
。
故
顏
淵
死
、
孔
子
曰
、
噫
。
天
喪
余
。
唯

此
一
人
爲
能
當
之
。
自
宰
我
・
子
贛
・
子
游
・
子
夏
不
與
焉
。
仲
舒
遭

漢
承
秦
滅
學
之
後
、
六
經
離
析
、
下
帷
發
憤
、
潛
心
大
業
、
令
後
學
者
、

有
所
統
壹
、
爲
羣
儒
首
。
然
考
其
師
友
・
淵
源
所
漸
、
②
犹
未
乁
乎
游
・

夏
。
而
曰
筦
・
晏
弗
乁
、
伊
・
呂
不
加
、
過
矣
。
至
向
曾
孫
龔
、
篤
論

君
子
也
、
③
以
歆
之
言
爲
然
（『
漢
書
』
卷
五
十
六 

董
仲
舒
傳
）。

（
四九）　
『
漢
書
』
卷
三
十
六 

楚
元
王
傳
に
、「
又 
董
仲
舒 

私
か
に
災
異
の
書

を
爲
り
、
主
父
偃 

取
り
て
之
を
奏
す
る
に
坐
し
、
吏
に
下
さ
れ
、
罪

は
不
衟
に
至
る
。
幸
ひ
に
も
不
誅
を
蒙
り
、
復
た
太
中
大
夫
、
膠
西
相

と
爲
り
、
老
病
を
以
て
免
ぜ
ら
れ
て
歸
る
。
漢 

興
さ
ん
と
欲
す
る
所

有
ら
ば
、
常
に
詔
問
有
り
。
仲
舒 

世
の
儒
宗
と
爲
り
て
、
議
を
定
め

て
天
下
に
益
す
る
有
り
（
又
董
仲
舒
坐
私
爲
災
異
書
、
主
父
偃
取
奏
之
、

下
吏
、
罪
至
不
衟
。
幸
蒙
不
誅
、
復
爲
太
中
大
夫
、
膠
西
相
、
以
老
病

免
歸
。
漢
有
所
欲
興
、常
有
詔
問
。
仲
舒
爲
世
儒
宗
、定
議
有
益
天
下
）」

と
あ
る
よ
う
に
、
劉
向
は
董
仲
舒
を
「
儒
宗
」
と
高
く
評
價
し
て
い
る
。 

（
五〇）　

自
武
帝
初
立
、
魏
其
・
武
安
侯
、
爲
相
而
隆
儒
矣
。
乁
仲
舒
對
册
、

推
明
孔
氏
、
①
抑
黜
百
家
、
②
立
學
校
之
官
、
③
州
郡
擧
茂
材
・
孝
廉
、

皆
自
仲
舒
發
之
（『
漢
書
』
卷
五
十
六 

董
仲
舒
傳
）。

　
　
〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉
劉
歆
、
七
略
、
儒
敎
一
尊　


